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和丸（大同海運・船舶公團）
川崎重工業艦船工場建迭

9.00m･速力，〃1498kn
4,650T機關（二段減速タービン)定格

第2次B型・ 高

昭和24年5月竣毛
lJ200m 深

16.00m 總噸數

→

長

幅

く垂線間）

2,400HP

吋

~

才

心
一
ご
】
．
一
《
ｌ■
ｑ
Ｄａ

臣三

＝詞…＝ザ……匿壺ア

亜壁壷』

I

､

癖

騨蕊慧蕊
■

》
》

今の

ー

､
ロ
ロ
、
虫

Ｆ
▲
■
。

第 2次B型陽光
昭和24年5月28日竣工
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丸〔鐵眞中）（三光汽船_ざ船舶公園）
播磨造船所建造
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昭和24年6月10日竣工三菱重工業長崎造船所建篭
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6m3
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乾､燃室

直傑‘

長サ

使用雌力

蒸莱温度

圓一罐．(2號継）

石炭燃焼の場合，
傳熱面績・‘約
火床面積約
定絡蒸發量･約
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2.600m

16氣座
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水管罐、〔左鐵眞）

三挺長崎造船所建造（1940年）
（新田丸､八幡丸､春日丸用）
罐hqatingsurface6,781平方礎

2,260〃superheater の
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（エヂンパラカスル號）

(Ijnion-Castl6MailSteamerCo.)

本船は先に完成した姉妹船､PretrECastle號と全型で英國南阿航路に就航している。
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は、見事な色彩のロンヂ、完備された病院､洗濯場、673人が座れる食堂等垂、4～6入用家族向

船室ほ全部で1352人を收容出來る｡罵眞に見る煙突のスマートさは最も近代的感覺を與えている。
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、第1ビルト（長134.60m幅20.50m深5.80m)

粥6，7，8船台が之に属し、何れもA型治扱貨物

船（6,800總噸）各1隻を建造出来るo篇眞<上）
写

は銘8船台内で建造中の2A型、天井走行機は何

れも10理である。

◎鋪2ピル.ト（長159.22m.幅41.15m深12.20m

．…･･2基）。

中戸船より手前でA型級貨物船2隻、中戸船の

先でもA型級2隻計4隻を全時に建造出来る。

篤眞（中）〈下)は第三ビル'、向つ七右側の鐵

筋コンクリート五階鯉（長約400m高35m)の
ミ

ー階は造船織装エ場、二階は継装金物倉庫と木

工場、三階は船具工場、四陪は塗装工場､､五階
〆ロ

は熔接工場（熔接棒製造場、熔接器修理場、養
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まえがき
鐵骨建築､橋梁､雛等の加工に
於て同一種義筒のmeTnberを多量
に製作する場合には、材料に罫書

.(markmg)をしないで切断、打貫

を行う所謂'no,markingcutting
⑨rpunChingSystemが屡交採用
一きれる。現に二三の橋梁工場、造

船所で盛んに使用されており、そ
Cideaは決して新しいものではな

い釣量最近當所に於て山形及平鐵板

のnonlarkingpunchmgの装置

を種為検討改良の結果極めて良好

一な成績を得たので姓に概要を述べ
てみよう。

構成

嶌眞及圖に示す通り本装世は
Pmnchingmachine,table,罫引
roller,springroller,stopper,及
ZXpitchpie℃eから成る。

作對頂序(山形の場合を例にとる）
イ定規（叉はデープ）をtable上

におき､部材端の線をダイス中,C、
に合わせた後各孔の位置にStOpp
erを並べる。（普通第一孔はpi'n
Chingrnachmeのラムのために

stopperを並べる事は不可能であ
る）

．ロ罫引rollerを所定の罫引にな

真如潤蕗貴憾第二孔St|.pp
／

錘と部材端との間にpitchpiece
・を挟んでから行う。(pitchpiece
の長さは銘一孔、第二孔間の心距
に等L<とる）

三第二孔以降は部材･端を輕くl
StOpperに當てて打貫く。
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木雨フランヂに孔のある場合は
一方が維了して後材料送りの方向
を前と通にして他方のフランヂの
孔を打貫く。是は部材の長さの誤
差を避けるためである。

◎主要改良個所ノ
イ罫引roller及springroller.
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雨rollerとグシfスとの中心が
tableに直角な直線上に在る

如くpunchingmachInCの本
艘に取付けた、是が本装置の
最も大きな特徴であり部材端
附近でも正確な罫引を與える
事が出來るbspringrollerを
この様な位置に取付けるため

にはrollersetの高さを極力

低く叉返り押えの形状に意を．
用いなけ.れぱならない。

pstopper

stopperの形ﾅ伏及びstOpper

railは圖示の様なものとした

stopperの移動換脱が容易で

しかも振れ力弛らない｡摺動
部分は精密な機械仕上を行い
先端は表面鋼上虚理を施た。
◎使用上の注意事項
・正確なる成品を製作するた

めには次の鮎に注意しなけれ
ばならない。

イ材料の端は軸線に直角に
切断する事。然らざれぱ縁距
が不正確となる。
nstopperの締付ボルトは
ゆる堂い様時堂繊をすること
'＞成品は約10本毎にテーーフ

を誉て典孔謝翁杏すること。
◎工數節減及孔の糖度

・本装置は罫書行程が完全に
省かれる上に打貫作業も容易
であるので、工瞳諭減及び孔《
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であるので、工鯉節減及び孔の緒度、黙ｹ､らみ
て非常に有効な方法である。
今總工数15エ/趣、罫書工数2工/感、孔明工数
2.5工/麺程度の材料を加工する場合を例にとる
と、本装置により罫書工数2工/遮孔明工数約
1工/錘合計3工/趣即ち總工敷の20％を節減し得
る事になる。又罫書と孔明の際D誤差がなくな
るので公差土○の成品注しかも遼銭杓笥度の注
意力を必要としないで製作し得る。是注文多量

生産権必要態條腓の－つで参る。
〔,日奉鋼管繊見造船，俄師〕
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新制大學の發足，商船大學の所管官臆の戸迷い，東大

第二工學部の新入學生の打切り等話題は様々であるが，

眼を鱒じて外を見るのも何かの糧となりそうである。フ

ランスの造船技術者の育て方は大分趣を異にしているの
で之をのぞいてみることにしよう。

この國での工學方面の教育は法文理等とはちがって大

學には含まれていない。元來技術を工學などと云ういか

めしい學問とは考えないので，技術は理論をどうして現

蛮の問題に應用して行くかの術と心得ている。從って學
の蕊奥を極める云々 とゆう大學なるものには工科は含ま
れないF香各会専門の濁立した學校となっている。と云う

と如何にも程度が低くそうに感ぜられるが，講義の内容

を見ると左にあらず，日本の從來の大學の工學部よりも，
低くはないし蜜はもつと理窟っぽい。
虚でこの技術關係の學校えのコースと云えばこれ亦鍵

つた行き方なのである。一流の技術を志す少年は中學校

を卒業して國家試隙に合格してから猛烈な競争試験にパ
スしてポリテクニツクなる學校に入る。今次大戦の當初

頃本校の採用人員は230名であったからポリテクニツ

クにはフランス全國の優秀な少年から厳選され，又それ

．だけに彼等の瞳際の的ともなっている。一般の牡會もポ

リテクニツクの畢生となれば無條件で最大の信用をおい

ている。日本なら奮制の高等學校に相富する課で演者は

曾ての一高を頭に遜いていただいたらよいがその校風は
破衣破帽にひきかえてあでやかな色彩の制服に羽根のつ
いた正循に白手袋をつけた厳格なもの,そして寮生活の
3年制度なのである。自由zIg等親愛をモッ1,-とするフ
ランスでこうした正服正帽は讃者にも奇異な感を與へる
こと思はれるが，資はこのポリテクニックは陸軍省の管
轄下にある。之には歴史的な理由があってポリテクニツ
クの創立がかの有名なナポレオンによることと溌時は陸
軍の砲兵將佼を数育するのを目的としたからである。現
在でもポリテクニツクの卒業生から一部は陸軍の砲兵學
校え進み砲兵膨佼になる者もあるが寧ろ現状では主客顛

倒の状況にある。ポリテクニツクでの教程ほ韮礎學が主

で特に敷學の程度は高く奮制高校の域は蓋に脱し工學部
の學生がプ蘂でやる敷學以上に出ている。力學物理學は

勿論流魁力學,､機購學等およそ技術の基礎となる講義を

凡て受けるのである。ポリテクニツクの卒業成績は次の

専門校えの志望を左右するので成濁|慣に從って志望校を

選澤す･ることになる。

さて次の専門校即ち日本の大學の工學部各學科に相営

する學校は各々濁立した學校となっている造船學校土木

辱校航空學校…･･･等に分れている。ポリテクニツクの卒

業生で成讃の最も良L,人力錐みたがるのは冶金學校で次

に土木學ｲ識いて航空造船であり機賊電氣浩兵砲兵等と

なっている。この邊の事情は我國とは大分違っており冶

金を第一志望とするあたりはかみしめると中々味のある

ものである。フランス第三共和園最後の大総領であった

ルプランは蜜lどこの冶金斡交の出身であるのも面白い。

さて之等の阜校は亦日本と違って文部省の所管ではなく
各關係省の管轄下にある。例えば土木學校は土木省〔現

在の日本で云うと建設省〕航空學校は空軍省，造船學校

と造兵學校は海軍省の所管である。尤もフランスでは海

軍省の外に海運省もある。

さて話は造船の本筋に入るとして造船學校へのポリテ

クニツクからの採用数は15名程度の少数である。我國

の東大九大阪大の鐙船科を合せた数と較べると問題にな

らない程少数である。造船學校にはこの外に特別選緬に

よるポリテクニツク出身者以外の2～3名の自由學生と

外國政府からの委託によるﾀ個人學生が数名いる。米國

海軍から.も1～2名の學生が毎年入學していた。こうし

だ意味では造船學校は海軍省の學校ではあっても國際的
な色彩を多分にもっている。

鎧船學校の教程は2年で，遥船と云っても内容は造船

遁機電氣の講義が同じ程度に含まれている6將来の遥船

設計者もタービンの専門家もボイラーの専門家も亦現饅

の技術者もﾃ様に同じ識義をきく課である。兎角日本の
〆
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詰船技術者と云えば浩船プロパーのことしか知らない，

鎧機技術者と云ふと遥船の事が不案内であり技術者力鞍

術常識が狭いとの批評ほ我々力極々耳にするが，フラン

ス造船學校のこの教育制度はこの意味で面白い所があ

る。

然し僅か2年の教育でこう厳い範囲の講義が可能かと

の疑問は営然起ることと思う。日本の大學で3年かかつ

て而も造船は遥船プロパーの講義で舶用機關や電氣は大

意程度しかやっていないのにと思うのは一應もつとも．な

事である。この鮎造船學校の場合は前に述べたようにポ
リテクニツクの教育の程度が既に日本の大學の教程の一

部に喰ぃ込んでいることを想起すべきであろう。それに
講義には必ヂプリントを前以て學生に渡し，學生は講義
を聴くに先立ってプリントを襟め讃んでゆく。教授は要
職を例を翠げて説明して行き，學生は必要と思う所をノ

ートしてゆくのである。從って同じ2時間の講義でも畢

生にデ字一句をノートさせる日本の從來のやり方よりも
遥にはかどり大抵20～25頁を片附ける。例えば1月以

上を要した摩擦抵抗の講義も1日ですませる。やり方が

能率的だと云うことは3年の教育を2年でやりあげ，而

も分野が造船造機電氣にわたり得る結果となる。勿論製

岡も設計もやる。ただ蜜鹸の設備は造船學校にはないの

で冶金學校え禄ってやる。船魁抵抗の講義の中にほパリ

の船型試験所での麓物教育もある。ただ日本のように卒

業論文は書かされていない。

さて教授陣は今次大戦の勃發鴬M寺までは學校専任の教

官は他か3名で校長教頭専務教官だけであった。校長は

フランス卿アカデミーの會員で流職力學の龍一人者バリヨ

ン氏であった。校長だからと云っても行政面だけを見る

課でなく船舶理論の中の船鎧抵抗推進と流麗力學關係を

擢常する。教頭はボイラーの専門家で罐と舶用機關を据

溌する。之等導務教授の他に各現職の地位にある夫盈の
専門家が兼務で講義を据當する。船臘熊遥も織装も海軍
技術本部の第一縦の専門家が誰義に來る。同じ磯装の中
でも諸管通風の部催又その道の専門家力轤鴬するので磯
装と去っても撚當激捜は2名であった｡構造理論と材料
狸弱は空軍省の設計擢営者であった。學生の人数も少い
ので識義は一年生と二年生と何時でも一緒にきき同じ講

義は2年に’同と云うことになる。

こうゆう風に日本の制度ともちがうし遣り方もちが
う。夫々 に特徴もあり峡黙もあり何れを可とし何れを否
とする認にもゆくまいが良い所は眞似てもよさそうに思
う。ノー':主義だけは是非ともフランスに見習ってやぢ
ていただいたら學生はどんなにか助かる事だろう。ノー
サを止めると學生が識養に出なくなるなど云われるがプ

~

⑯一フランスの技術教育一

ランスの造船學校でば出席簿が廊下に備えてあって各自

がサインして出嫉を明かにする。だからエスケープしよ

-うと思えば代返のこわ色を苦心しなくても易々たるもの.

である鐸だが，そうした術に苦努す-る學生はいない。そ

れには或は次の事も影響があるかも知れない。眉ﾛち2時

間の講義の最初の30分は前同の講義の丙容について學

生を指名して試問するのである。計算問題を與えて黒板

に出してやらせることもある。これは識授側から見れぽ
講義を學生力諒解じているのかどうかを認めた上次の識

義に入ろうとの親切心からとも受けとれるが，學生の側

から見れば毎日毎日が試験置あると云う氣持にもなりが

ちである。だから激室に入った學生は皆んなブリ,シトと
ジ戸卜に一生懸命に見入っている。この風景は日本の大

學と大分ちがう。叉頚疫この試問が平常鮎となるのであ

って學年試鐵には日本のやうな筆記試騒は全然やらな
い。1人15分位教授に面接して口頭試問に答えればO
Kなのである。

夏休には賞習があり，工場見學旅行がある。2同の夏
休で南佛と北佛の工業地を見て廻れるように案劃してあ
る。ポリテクニツクを卒業して遥船學校の一年生になる
前に約一月の乘船資習をして船がどんなものであるかを
まず心得させてから一年生腰なるのである｡船鎚た事
もない造船科の一年生力轆の理論や鱗造を教室できかさ
れても頭に入りにくかった我々 の過去を顧ると，この入
學前の乘船資習は確かに有效だろうと思う。
學生の制服可否諭力撮近の新聞雑誌でも論じられてい
るが，ポリテクニツクは前述のように制服制帽がある。
之に反して中學校でも叉この造船學校でも制服で邇學は
していない。皆んな背魔で大部分はノー､ツト，無雑作
にプリントとノートを抱えて登校す-る。逢休には家に歸
って食事をするか，學校附近のレストランで食事をと
る｡蝿をもって來る畢生は殆んどない｡尤も謹休は・
時間あるし，一般のサラリーマンも家に歸って壷食をす
るのが習悩であるから造船學校の學生に限った話ではな
い 。季

學校を卒業すると大部分は國家の技術者になる。少数・
の人が民間造船所の技師となる。將來の造艦界を背負っ
て立つ造船造機の人達はこうした教育の中から生れてゆ
くのである。〔日本鋼管鶴見造船所工務部長〕

』
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波浪を中心とする海洋研究最近の進歩
、ン

宇 田道隆
ノ

面に對する切蹴ｳ歪力(drag,の作用による。
(i)若しも風が限られた風程丙で充分長い時間吹くな

らば，波は定弼伏態に對し波高，周期を埼さなくなる。

(ii)若し風力無限の風程(fetch)を吹くときは波はす

べての場所で,同じ割合で高さと周期を塘す｡Sverdpup
は風が定常の速さUで吹く場合につき次の微分方程式

を求め得た。2）

定辮睡で,号器等号器言助士R制}土認…②
一時蛎罐で,帯十号等=R畷土R"}墹…(3)
ここに,Eは軍位波長に對する平均のエ象ルギーで波

高(H)の自乘に比例する。R班､とRNは各々 エネルギー

カ靭線歪力と法線唾力で移し蓮ぼれた割合“間的〕を
示す。これらの式にはEとCの2未知数を含むがE

はHによるので,HとCの2つの未知数を含む。

H/Lで淀華された波の勾配(ESteepnesS)と,C/Uで

罐塗された波齢(Waveage)の各々 を直角坐標とし蜜

船の科學に一番關係の深い海洋現象は波浪である。こ
の大躍中に日米雨國海洋學者力鍛も力を入れた研究は波
浪に關するものであった。中でも特に進歩したのは沿岸

波浪に關する研究調査であって，それは主に上陸作戦と
その防禦に關連して要請せられたものである。この宏面

ではH.U.Sveramp<アメリカのカリフォルニヤ大學

Scripps海洋砥究所長であった有名な海洋學者〕らの研
究がすぐれている。(3)先ず航室機海上給油に必要な洋上

波浪諜報から紹介する。11)(2)

風浪は一般に深水波の性質をもち,,波速Cは周期Tに

比例し，波長Lの平方根，1/五に比例する。すなわち

C=L/T=(g/25s)T=1/(g/2")L

軍位波長に對する平均エネルギ弓は波高H(波の山か

ら波の谷までの垂直距離〕の平方根，’/豆に比例する。

波は波形の前進，水の分子の圓形運動〔圓の半礎は深さ

と共に急減）を示す。風浪ほ風速wによる〔ある人は

H-Wある人はH-1/-行とした〕のみでなく，風程

F(すなわちその上を吹く海面の艇さ）と，風の吹絞時

間tによることはすでにペルゲン式でよく知る通りであ

る。風は決してきまった軍一系列の-ご嫌な波を起す-もの

でなく，漣から怒涛に亘る波の系列を作る。これらの波

は卓越風と共に少しちがった角度をなして進むので，十

字波を辨慶縞模様をみるように造り，海面の擬蹴を示す。

波の發逹成長は風から波に移されるエネルギーIさより，

それは風の法線的座力〔波の風上に正,風下に負〕と,海
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(1)H.U.Sverdrup&W.H.Munk:Empiricaland

TheoreticalRelationbetweenWind,Seaand

Swell.Trans.A型ﾕer・GeophysUnion.V.27.p

p823～827,1946_

(2)H.U.Sverdrup&W.H.Munk:Wmd,Sea

andSWell,theoryofrelationsforforecasting,
U.S.Hydrographic"Office,TechnicalBullefin

inOceanography.No.1(1947)･

(3)H.U.SverdruP&W.H.Munk:Theoretical

andEmpiricalRelationsinForecastingBreakers

andSurfs.ControfScrippslnstbofOceanog.
NewSerieSNo.301

〆

賂宮 ” 巧

〔第1岡〕

ひ

(4)R.S、ArthIix:Refractio:1ofWaterwavesby

IslandsandShoalswithCircularBottomConto-

urs.TransAmer.GeophysUnion．V.27.pp.

168'，ジ177,1946．

(5)UnitedStatesEngineerDepartment,Beach

.ErosionBoardTもchRep.No．2,1942,

｡(6)UnitejStatesNvyHydmgraphicOfficeBre-

akersandSurf,H.O.PUbl｡N0.234｡pp｡52
1944.
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－海洋學〔波浪〕一

減衰グラヮ．測値をプ戸ツトすると岡〔第1岡〕のような曲線がひけ
る.。この結果をつかって(2)，（3）式を解く。次にパラ

メーターC/UとgH/U2とをgF/U2に對しプロット

した第2岡から，波高と波逵が風程と風速の函数として
示される。
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〔錐4岡〕

磯波には，ウネリが来て砕ける場合と，向岸風による
風浪の起寸甥合とがある6これには濱の傾斜や風や，沖
波の勾配などが關係する。霞淑IはWoodsHoIe海洋研
究所とScripps海洋研究所の手で行われ,-ワシントン
の波蝕褒験所及びカリフォルニヤ大學機械工學部の模型
貨験によって補われた。そして理論研究と観測に基き
｢磯波識報手引」力を水路局で作成刊行された。百年以上
昔にStokes力無渦波につき，波速が波の周期と水深d
の函歎として示す理論式を出し，その結果は多くの人々

の函則と資験で確證され著しい精密さで適用されること
が知られた。〔第5職〕

副マ，ロ【‘．．、,，，,，， ャrﾛ〃ｩU●・’1pD1pfゥPP＃TGゥ91111，21‐Atlr

3回64Mz34g8f23ざ 587F3q6β7zJd68『r3寺68ノ

ー'0－叶一頓'一痔一m’一一,"電一啓一か-ｲ錫〃

〔第2固〕

第3岡ば波高，波速が吹綴時間tと風速の函数として

示される〔風程無限とする〕・理論と寅測値とよく一致
する。。
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四

〔第3圃〕

ウネリは風程の末端を出て靜溌域を進むときは室氣抵

抗を受けエネルギーを減ずる。
風程の末端から距離の堀すほど周期を減少し，波高を
増大する。この距離を減衰距離(DiStanceofdecay)D
とする。減衰距離の末端と風程末端の周期の比はTD/
TFであり，これに應ずる波高の比はHD/H,;､,經過放行
時間tD,とせばtD/TF,これらすべてが同じパラメー
ターD/gTrgで示される。（第4間)。賓際にはD,TD,
HD,tDが翻翻'され,HF',TI･ほ第2,第3岡によ'り天
氣間から得られる。U,D,tをノモグラムで示すと發
生域の波と遠方に陣るｳﾈﾘが,風速,風息吹鎖吟間
を天氣闘から得たならば，容易に求め得られる。
波は浅海へ来ると鍵形し，捲泌磯漉砕け浪になる。

禅0

池

り20

一

夢

101．1101＄1lhrOOfUlII

〃鱈忍浮巧ノ6ゾフ旭忽202ノ22お評顯2627詔お

実測波速(鶏)、

〔錐5図〕

cg=(gLﾉ2"Itanh(¥)………･…･･(4)
波速Cは深さdの減るにつれて減るが,その愛化は水
深が波長Lの1/2以下になるときのみ認められる程度
である。それで淡水域は波長の1/2以下の水深とする。

波が漢水域に入るときから砕けるまで波速は減少するがI

－21－
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波の周期は塗らない｡.波が湊水域におしこまれるにつれ

波長は減少する。猫笥は波の列が騨胃されるにつれて増
す。エネルギー保存方則から，深水域で全エネルギー

Eoの1/2が輝塞Coで傳わるとし，漢水域ではエネル

ギーEの1/nが輝塞Cでつたわるとすると，エネル、

ギーの比は等しい。－1
(Eo/2)Co=nEC

從ってEﾉEo=eX)(C@/C).…･････(5)
波高の比はエネルギーの比のヅーに比例するから；

H/Ho=1/Z7瓦~=1/(1/2n)(C/Co).｡…．④

C/Co,nは理論的にStokesにさり相對ﾌk深(rdlati-
vedepth)d/Lo(Loは深水域，沖波の波長〕で表わさ

れた。それでH/Hoはd/Loに對して與えられる。波

が窪水域に來ると理論的にはHは最初8％位へってそ

れから増える。〔顕測では出ない〕・波が砕ける直前には

Stokesの理論以上に波高が急速に増加している。これ

は波の形態が波高の'/-すに比例しない型に念鑿する
こと力蝿測の結果わかった。離れ波(Solitaryware)の
理論(Boussinesq,.Stokes)が碑け波特性に應用できる

こと力演測の結果わかった。畔け波の波高と沖波の波高
との比HD/鴎は沖波勾配(HO/ZI))の函数として與え
られる。これはシケ波(Stormwave)のよう.な最も急

勾配の波にも適合する。
岸波の鍵形に對する摩擦の役割ほそれほど大きくなく，
傾斜1/20～1/100の海岸で摩擁による損失はもとの波
のエネルギーの10％を超えず平均的にずっと小さいこ

と力霊せられた｡波高に勢する深さの比が1.28になる

と波の山の水は波の山自身より速く動き波は砕ける｡(第

6岡〕これは離れ波の理論から出るが多数の笈測資験か

一壽嘉売家房""＝＝蔑謨鰯函
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〔第6岡の2）

波は離れ波理論による断面に近い。

波は海岸にある角度をなして近づく場合，海岸に卒行

に鱒ずる傾向がある。それは海岸に近い波の山の部分は

漢水域でおそく動き深水域で速く動くからである。この

波面韓向はSnellの屈折方則で計算できる。岬や島周り

での波の面の動向は波向に作用する。波の山への直交腺

が波山上の動黙の經路を示すから,A,Bの間の距離が

増すと（直裁泉發散〕同じエネルギーは長い距離に分布

し，波高を減少する原因腰なる。海秀上に波が来ると，

谷の上では波の山が深水域に當り通く進むので義散し，

海谷の向い岸の上の波を低.<する。海鐡のところでは逆

に波が浅氷域に當るので收れんして波は向い岸では一方

側より高くなる。このように海演に沼う波高の鍵化は波

山に垂直な直交線の收れん發散から言騨できる。波の屈

折が海濱に沿う碑け波波高鍵化の第一要因であるから,海

底地形に應じSnell方則を階段的に適用し波向の屈折圖

表をまづ算出すればよい。

日本でも戦時中に大學や氣象壁の海洋學者と露關係の

研究者が沿岸波浪〔風浪，ウネリ，捲波など〕を系統的

の襯測研究し幾多の知見を得たが,その結果はまだ公表
されていない。局地的の沿岸特性が明らかになり，特Iこ

低氣座中心の運動に對しウネリによる沿岸波の次ぐの増

大を天氣圃詮参照して溌報するところまで進んだ。

ウネリの成因について筆者の研究は，ウネリの海岸鍵

形捲波の高さと波長周期との關係を求め得て，ウネリ
による天癖報につき調べた。(7)1947年更には長崎海

洋氣象墓では2ヶ月間九州西岸,南岸,東岸で蓮綴観測
を行ってウネリにより低氣座の遥洛と接近を知る手がか

りを得た．.(9)．

｜
●

、

Ｉ

＜第6園）

ら確あられた。例外は濱の傾斜念蘂で相當深くて砕ける，
大へん瞼しい勾配のシケ波か割合深い所で悴ける，大へ
ん平たい波が割合浅い所まで來て砕けること．がある。観
測555個からOk深/碑け波高さ)#*1.1～1.5,平均1
27で理論値1．28と一致した。それで平均すると砕け

(7)，⑲〕長崎海洋氣象菱「海象と氣象」
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そして1948年11月には九州北岸で青年發明家益田

善雄氏の波力發電試験（九大造船，朋専電氣學科協力〕
に協力し季節風による沿岸波浪の賓態を観測（當臺石黒
氏新考案の電氣的自記波唾計と，同じく赤松氏新考案の
電氣的自記波高計をたつさえて安井技官指揮一週間観測〕
し成功した｡(7)<8)今後離島方面の波力發電に役立ち漁業
基地建設に益田氏の波力發電製騨機と共に役立つであら

う。製醗といえば最近冷凍機を動かして海水から氷と甑

とを分離する妙案が發明された由であるが，北大の輻富

孝治教授は，冬の夜に海水を＃鯛〈上の雲の上にふり撒い

て夜間凍結により翌朝雲面を掻いて濃縮された騨水を得

る製騒法を發表された｡(10）波唾計はさきに九大の祇尾

春雄教授が電氣的のものを沿岸防波堤用につくられたが，
石黒氏のは叉防波堤のみならず，波に對する船燈狸度を

O

知る上に有力であらう。波，ウネリに對する船魁抵抗は
重要な問題である。海洋氣象臺では波浪の溌報方式を研
究している。五島灘で三ケ報爵賞観測の結果では風の外
に地形と潮流が大いに關係することがわかった。シオ波
につL､て新しい知見を得てをる。私共はzF戸の瀬戸力種
の瀬戸とよ｛瀞しる海難の多い場所であるため賓測と共に

潮流模型資鱗を行って港湾土木の要請に答えた。つづい

て今長崎港防波堤とアピキ〔靜振〕,波浪の關係を模型質

隣でしらべている。風波ウネリと船酔の關係を松田達郎
氏が報告したのは五島邇ひ長禧丸十數航の質測結果によ
り船隈及び船室設計に示唆を與えてをる。當墓安井氏ら
は引っ堂き船室の氣温漂度流通など船内徴氣象を調べて
いるが－，二，三等客室，貨物室で大差があり，衞生上
もヌレ損など稜荷のためにも有益な結果を得つ上ある。
潮汐では氣象潮につき紳戸海洋の市榮懇氏らの理論が
一一

一

一海洋學〔波浪〕一

あり，（]')東大吉田鏥萱氏も津浪…を出しているが，

('2)資測についても海輸象臺あたりで眞剥に研究さ
れ，殊にリビー鴎風簿〔'0月’～7日〕の内海有朋海，
長崎港などの高潮3日もつ』rいたことは風も餘りないの

に珍しく，興味ある問題となっている。自記流速計は長

崎海洋で南日氏の光電池利用のがつくられ，目下石黒氏

が電氣的のを考案している。

馴浮中海洋學の進歩に海中香波の研究がある。アメリ

カのソーフアー發明は1300m深の香筒軸利用し3100

浬も水中通信の驚嘆すべき成果をあげた。（'3）日本でも

阪大や香研など水測兵器とLて進歩は八木博士｢香響科

學の進歩」にみられ，今後航海器具，魚群探索用として

磁歪式，唾電式等の測器が大いに役立ち，潮境發見など

海洋學にも貢献するであらう。化學生物關係では飴底腐

蝕防止，船底生物附着防止の研究力謹み，弱電流防止方

法が案出されたという。日宋海側氣象臺では舞鵜海洋，

新潟など，京大豐原氏と共に海蝕，漂砂の研究に専念し

多くの成果を得てをる°その他海難防止の問題力蛎務院

齊藤淨元氏，（14)海洋氣象墓〔安井氏),水路部などで行

われてをり，海流の鍵動〔特に黒潮系〕については筆者

らが引つ壁いてやってをる。

〔β〕長崎海洋索象塞報告

〔10〕北大「低温科學J

〔11〕祁戸海洋氣象蜑内｢海と空」

〔12〕東大地球物理學敦室報告

〔13〕水路部;｢水路戴報｣，「海象華報」
〔1の海難考

〔27頁よりつ鱒く〕

船尾を突堤先端上のピットに繋留す
るのである｡、鰯12圖参卿
古い列車渡船には水位によって繋
船場を蓮綴して幾段も造ったものが
ある。シャープ氏の方法はこの段を

なくして蓮綴したものだ。船首が埠

頭面近くまで水深を保ち得る虚で埠
頭が凌ぐ使用し得る虚なればこの方
法は面白いと思う。

〔三菱重工技術顧問）‘

参考書E.･･…････Engine"ing.
M，E･…Marine

S.&M.E.…ShiPbmlder

&･Mar･ine

EngineBuilder

S.&S.R.…Shipbuildmg

&-Shipping

Records.

〔禰正〕7月銃諸車渡船中

19頁隼2HEndonView-

〃右段8行コルソウ・

ニポノレ

21頁､右段28行挟は狭に．

〃右段21行舷は船に

19頁左段最下行≦舷ぱ鉛に

<第12岡〕
躍動

－－一

Engineering

M.S････Motor

Ship

1．M.E･･･

International

Mari愉e

Engineering

一一23－

a春■ご→ロー_6－

ノ

一 一一一一一一一 一一

’



－
１

dF一

．I 一宇＝一一＝=~ー一宮了軍＝---

弓

〆

一 船の科學一

率夛

鍵譲薯謹蕊議蕊
職

鞭

繍懲灘溌
蕊 蕊

}二;。鵜議蕊
鐸ネ

蕊蕊 雷

蕊
鰹

蕊蕊謹議蕊灘識蕊溌 識鍵

（ 後編）、

諸車渡船の車輔甲板ろいろの考案が施されてゐる。賀例

舷側積卸式の渡贈と頭端式〔出入として米國アンナポリス・マタピー

ロが船尾叉は船首の一方にあるもク間の渡鍔ガヴアナー･ハーリー｡w

の〕の渡船を除いては大魁貫通式のナイス('CGov.HarryW.Nice"

雨頭船である。この型の電識こついM､E.Aug.1938)の場合を示すと,同
亡少し述べてみ王う。‐船は中心線に機開園壁があり，その

諸享の稜卸方は航邊車全部を陸揚爾側を車道としてゐて，

るものとすれ鶴一梁當りの荷軍を

知り得る。なほ自動車坂締令にも示

すごとく，後輪にかかる飛赴は総雨

量の8副以下であるから，後輪にか

かる満琿を探る方がよい。〔第11個

参照〕

ドーーーーー
後に復航の車を積込むから，交通甲それに車線六本を設け

吟崎姜－板の車道は一方交通の観織取扱へ舷側の車線は乘用車專．‘、
一
一

一
一
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索用とし，他の四線を愛ぽ 生い。E

今までのこの種船の車道の車線数物自動車用としてゐる。前侭
〃は1～6で大魁機關函壁が中心線にまたクライド河の第四′；

亡
ある場合は偶数で,左右雨舷にある諸車渡船はその李迩甲．ー
場合は奇数である。なほ車謝ま雨端板の中心部に，幅員各

の出入口においては一線叉は=線と7沢6吋〔2.286米〕
u中央部の幅が魔いものはその箇の車線三本を設け’そ

所でその数を増してゐる。の車線の各舷側を幅員約2米の通路
車線の幅員は甲板上の構造物倉ﾛちとし,その一方の通路に甲板腰掛を
函壁又は梁柱間の間瞭によるので車備えて歩行者の坐席とし，他の側を
輪が通り得る限り甲板上で測った距自動車等の輕車輌を載せる場所とし
雛でない。 てゐる。

交通甲板ほ多くの場合，車線の雨 車輌甲板の構造

側に謹輪材即ち溌石を設け，これに 車緬甲板の樵造は一般の甲板構造

よって車補並に船膣を保護すると共の外に，（一)車輌に對する特殊鋪装
&二車輪の誘導をなし他の車輌との接材の死荷軍と（二〕車輌の活荷重並
鯛を防ぐのである。に〔三〕車輔の癒盤とを考慮しなけ
読逢車輔の内,最も多數にし号亡形れぱならない。これ等に就て鋼道路
状の大なものは自動車である。それ橋設計示方書案を淫酌すると
故車級の幅員はまず自動車を通し得〔一）鋪装材一立方米の重量ほ
る大さであればよい。我國において 木材..800RE

は，その寸法は自動車取締令〔昭和 瀝青割〔防水用〕’'00′′

8年8月18日内務曽令第23號〕瀝青鋪装2200"
木塊鋪装’000〃第5條に｢車禰の長は？｡5米幅は

2．2米高は3米を超ゆることを得となってゐる。勿論資粛量の明かな
ず」としてあるから，車線の幅員をものほそれによることは云ふまでも
2．2米以上にして置けばよい力鐙ない。
近の車にほこｵ1以上のものがあるか〔二）自動車の活荷重は，鋼道路
ら潜箔､を要ずそ。車競の設定にはい橋示方書第’’條第’種13漣によ

－24．－

１
１ 第一種(I3t)

C第11圃〕

〔三〕車輪の画鑿に就ては,車輪
が乘諾の際，傾斜した乘船橋を下っ

て鯉留の端部に乗る時に，多少の面
繋を與え‘るが，交通甲板上を移行す
る速度は極めて綏であるから，車輪
の衝嬢はないものと考禽て差支ない
と思ふ。ただし車輌出入口の箇所は
乘船橋又はその先端の羽打板橋を支
承することと合せてこの衝聡を考慮
して甲板が屈曲せぬよう．に補鰻しな
ければならない。

鋼道路橋示方書による衝傘應力は
船端部力深心距61漣の単純桁とす
れば，衝躍を生ずべき活荷重應力に
緬裟係数0.395を乗じたものとす
ればよい。

車輔甲板は，甲板梁を助骨毎に取
付け，鋼甲板張とする外更に局部湿
力を増すため，ほぼ轍の位置に捲る
鋼甲板下部に鋼板片(102粍×9.5
粍〕を305粍間隔に二條桁形に熔接
したものがある。("GoldStarMG-

《

l
j

阜

j

I
－且一劃



’

｡

－－一

ther"M..E.Jan.r938)鐸二この

種の大形船に，甲板肘磯を淵織;‘とし
た諾があ･る。米國ケープ・チヤレス

とバージニプ州のリットル・クリー

ク間のi鰯呰装カホンタスでPocahO-
ntas''M.E.JUne.露軋、侭I形鋼

を中心距離533粍の跡融こ中心線
にzI鼬行して睡き，これを深姿の深丸、
I形鋼の甲板梁を以て支えその支柱
は中心線に’形鋼支柱を謡くるの外
機開園壁の位置において鈑桁と梁柱
とを以て甲板荷諏を支えている。

甲板披覆材

交通甲板は，車輌が走行-ﾘーるに差
支のない性質の被蕊材を恥､なﾙﾅれ
嬢ならない。ことに船は甲板洗源を
しばしば行うから，滑り防止に對し
'鳧十分注意を排ぅ必要がある。また
轍の箇所は磨損が甚しいから，これ
に對鹿する方法も講じなければなら
ない。この目的で鋼甲上に木甲板を
板張るか或は甲板塗料を施し，更に
その上にクレオソートを注入した木
煉瓦を敷き詰めるとよい。

米國渡船プィラデルブイヤ("Phil
adelphia''M､E.junel936)の交邇

甲板は95.25粍×146噂05粍の松材
を張り，鎭架後，陸根用タールを塗
り，砂ピセメン,､の等逓の混合物を

溶解したものを撤布し，これにター
ルを浸透した毛紙を三枚澱典､て，そ
の上に溶解タールを塗布した76．2
粍×203.2粍×76.2粍の木煉瓦を
敷詰めてある。

また米國ボストン港の渡緒リュー
テナン!、、フラハティー(6qLieute-

nantFlaherty''M、E・NOv.192
1〕ほシューマン氏の特訓く版<1,a‐
tentShumantype)を使用してゐ

る。この木版はカシ，・ニレ，カイデ
のごとき堅材で造やれた本版で,そ
の幅は2．§'米の車遁一杯とし，長
さは約1.828米となっていて,木理

力轆の横向に走ってゐる縦材と木口
を上向にした木煉瓦とを交亙に細合

ザ

らf

～ー－－ －ー－－ ■

せたもので，これを溶解アスプァル

】､で固め，更に径9.5粍のポノレトで

各片毎にしめつけてある。こｵし等の
木版は確木甲坂に釘付とし,然る
後に，この上に溶解アネファルトを
厚目に塗り，その表面に石粉を12．
7粍の厚さに撒布してある。
また前記ゴールド・スター・マザ
ー蹄のごときは交通甲板に木材を張
らずに12．7粍の縞鈑をむき出しに
してあるものもある。

車道の雨側には舷塙防澆材，函壁
叉は梁柱等があり，これ等の樵造物

に車燈が接鯛しないように，車線の
雨側に護輪材(Wheelguard)を取
付け，その面と溝造物との間隙を2
40粍以上にして置く。また一車道
に二車線以上を設ける場合には，そ

の車線間に島形謹輪材を卿jけて隣
接車線丙にある車輌が互に接鯛しな
いようにする。ある船は糊こ護輪材・
を設けずして,甲板に白線を引いて
車線の境界を標示したものがあるが
相當危険であると思われる。

侭．

客用諸設備

渡脂の一般配置は普通船舶のそれ
に比較してすこぶる簡駆であるが，
これも一般船舶と同綴に用途と航路
によって異ることは云うまでもな
い。

既述のごとく，諸車渡船は普通上
甲板に諸車を搭載し歩行者は上甲板
の舷側か叉は遊歩甲板に收容してい
る6

旅客交通量の多い航路で，旅客を
二屑の甲板に收容する場合は，各甲
板にそれぞれ出入口を設け乘船口と
I職皆口とを唾別する方がよい。これ
ら二つの甲板は階段で上･ドし得るが
各甲板別に乘降口がある時は，その
階段はあまり使用せず，事故の際の
非常用とする外，平常自”侭による
客が航邊中，客用諸室を到る時に使
用する位である。

餓客用階段の配置は，車道を避け
。一一‐25．－－．

も

一待殊船一

て，舷側甲板室又は機關函壁の一部一

に設け，その階段の向は，舷稜の場
合は出入口鼓門に向け端積の場合は

賂端に向って降るように配置す-ろ。

階段の勾配はなるべく窪にする方
がよく，ことに遊歩甲板への階段は

甲板間の高さが高いから中段に踊場

を付けたもの("FHamptonRoadS"
M､E・Sept.1925)もある。
負〆〆

この種の船は渡船場に着船の際，

渡船床の佃晒に可成の速力で函準す‐

るから，その衝動によって降段中の

客が純落するおそれがある。よって、｜
階段の勾配及び踏段については相當

の注意が必要である。ある渡譜は階

段に掲示して，船が渡錯床に入って

來走痔ほ階段を降りない恥に旅客
に注意している。．

諸車渡艦の客用諸設備は一般に簡
単である。河川を渡航する短距離の

ものは歩行者用として撤打椅子を備
雰

える程度で，往々屋根や日覆のない

船もある。しかし航行時間の長い大

形の船磁所洗面所等の設備を施し
ている。

諸車渡船用擢關

叩11港灘を航行する渡諾にはいろ

いろの型の機關があって，あたかも ～｜
舶用駿關の博物館の観がある。サン

フランシスコ麓を航行している南太

平洋鐡道の渡船サクラメン1、〔1923

年〕は暴露甲板上に大きなビームを

露出して裕々 自適の姿で，他の電氣
推進渡船と肩を並べて運航してゐる

様は誠に面白い對照である。

こ,こではこれら渡船の中で特殊な

諸車渡船について，ことにこの種の

船で多い雨頭船の機關の事を述べる
ことにする。

砺頭船に使用されてゐる各種の推
進機關をy峰すれば次の通りであ
る。

1．固定翼外車ビーム汽機
2．固定翼外車講嘩篇叉は二聯成

汽擬

ー －
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4．船首暗車付の電動磯を制御して

これに適當な同轌の遊動を與えて，

賠首晴車の抵抗を減じ以て推進效奉
を昂め得る｡、

5．機關室内の諾配置を簡潔にする．
ことができる。

電氣推進方法は操縦力輔易で目安＞
､自在であるから，これを装置し得る
大さの船であればどんな種類の渡踏・
にも適當してゐるが，ことに雨頭船・
に採用するとその效果が大である。
雨頭譜は一般配置上，原動磯と發
電機とを船の中央部にまとまりよく
配置し,推進電動磯は同じ機開室に
備えて貫通軸系によって砺端螺旋推
進器を同時に同蝉するか，または電
動磯を短い中間軸と共に雨端の痔細
な狭い場所に納めて，両端の螺旋推
進器をそれぞれ適當な同鱒數に同鱒
することができる。前者の場合に電
動機を軸系に直結したものと，電動
･穣と軸との間に減速歯車を介したも
のとある。クライド河の第四諸車渡
船は電動機が600r･p．m.なるを
減速正歯車装置で，歯車比約4．3：
1にて推進器を140r･p．m.とし，
童た渡船プフキープシー(･irough-
keepsiew'M､E､1923)は電動機600
r,p.m.～720r・P.m・を減速山形歯
車で推進器を220r・p．In･lこ落して
いる。

後者の場合にもし電動磯が大形に
なって狭い鰯j斤に納めきれない時に
は復電動子型として，二箇の電動子
を串形に鰯量することがある。この
蜜例はサンフランシ哀．灘の渡船へ
イワードどザンリ,－‘ンドロ〈$$liay･
ward''@@Sanl.eandro''MrssGross
andGreen'sPaPer,AmericanSo･
ciety.ofNavalArchitectsand

MarineEngineers.1926)の二隻が
ある。 1$

この減速装置によると，高速電動
機と減速歯車装置との總重量は，軸
に直結しだ低速電動磯の重量よりも

操縦を行い得る。‐

．然し外車艦は船の全幅が非常に鹿

くなるのみならず,外車力輔噸す_ろ
おそれがあるので，う碑の両極副譜は

概ね晴車結となったづ
雨頭船で最も多い船首尾にE副累旋
推進器を備えた船は，貫通軸系で主
機に､謡吉してゐる。この船は船尾婿
車が前鍾”を詞しば,船首晴車は
背進動作をする。もし噛合叉は陣鍵
撰手で船園肩車のみが主機によって
詑墜するようにすると，船鄙言車は
輯噂にまかして置く。また二童の汽
機を中'[繊上に酉瞳して,その各に
樹立の軸系を取付け，船尾暗車は前
週こ’船首暗車は後進にそれぞ1遁
當な同韓を與えて蓮韓をする。しか
しこの方法は取扱が煩雑で且つ不經
濟である。

渡錯に内燃機を{MifIけることは操
縦が容易でないという鮎はあるが,鐸
燃料の節約，ことに碇泊中の燃料消
賀のないということの外，渡船とし
て最も重覗する甲板面の利用率の増
大という黙から近来これを多く採用
している。ことに小形渡船はこの必
要を浦感するので，しばしば高慣な
ガソリン機關を使用しているものも
ある。

また次に述べる利黙から近來大形
溺括に露謝桧進法が探られている。
その原動磯はヂーゼル機またはター
ビン磯である。

1．原動磯を常に壹定の方向に一定
の同鱒数で同鱒させて置いて,推進
器の操縦は操舵室から遠方操縦装置
で推進電動機を自在に操作し得る。
したがって船長の意のままに迅速に
操船し得ると共に船員の手を著しく
省略することができる。

2．原動磯の反韓装置がいらないか
ら，これを簡易の椛造となし得る。

3．推進電動磯を船尾軸に次ぐ｡中間
軸に取付けると軸系を非常に短くす
ることができる。

－26－二

3．－固定翼外車斜串形二聯成汽溌

4.螺旋推進器複二聯成汽磯

5‐螺旋推進器三聯成汽機

’・螺旋推進器ヂーゼル壌直浩

7．螺旋推進器ヂーゼル電氣推進

8．螺旋推進器タービン電氣推進

9．ホイット。シュナイダー推進器

ヂーゼル直結叉は

電氣誰筵．

既に述べたように，雨頭船の操縦

は，渡船床を解侭して機關を蓮鱒し

つつ對岸の渡船床に直行しその入津

速力が早きに失する時又は他船が接

近して衝突のおそれがある場合の外

は，主磯を反轌させずに着船するの

が普通である。そして次の運航に際
しては，船長は端艇甲板を歩いて他

端の操舵室に行くか，或は中央部に

航海艦橋がある船でほ，反對方向に

對寸-る操舵並に揖溺皆装置を用意して

出謹を待つのである。

タ陣諾は主磯の反鱒によって容易

に反對方向に推進L得る。そして雨

頭船で雨方向への速力を同一にする

ため勿打翼は使用しない。

外車軸は，普通，クランク軸を仲

介して左右雨舷共一燈となって同一

方向に同一速度で同鱒している。し

かし操船を容易ならしむるために左

右の外車を自在に趣簿して,操舵の
補助とすることがある。それには各

舷の夕陣をそれぞｵ利濁立の汽磯のク

ランク軸に誕驍して，片絃の外車を

前進に他舷のﾀ陣を後進に同轌して

船に鱒同運動を與えるように配置す

る。:我國有鐡道の貨車鐵普第三，第

四及び第五關門丸がこれである。こ

の方法は操船上甚だ便利であるが，

外車軸に意外の應力を與えて獅皮損

を生ぜしむる峡黙がある。この方法

で更に船長の意のままに迅速に操船

するには電氣推進法を採用し，歯車

付電肋磯を各絃に備え，これに噛合

う大形正歯車を配し，これによって

外車軸を同鱒するようにすれば船橋

一二
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輕くなる。

応頂聞招の雨端の螺抗推進器の逼鐸

は注意を要することであるが，細面

の關係上省略して，この問題につい

ての論文を紹介して置く。

M.E.Dec.1920．Commander

S.M.Robinson．U.S.N.@@Diesel-

ElectricDriveforDoubleEnded

FerryboatS''S・&S.R・apri15．19

28.''TheDesignandPropulsionof

.FastDouble-endeiScrewVesselS''

青山貞一郎氏，「船首尾に掩筐器

を有する渡船の稚誰に就て」昭和

18年9月造船協會b

諸車渡船の渡船場

渡船は粥置的であることが』蛎條

件であるから，両岸における渡艘の

發着場，即ち渡船場は定置され，そ

こに客貨の乘下船に便利で且つ渡贈

の發着に容易な諸設備が設けられな

ければならない。

ここに諸車渡船として最も多い型

の雨頭船の渡船場について述べるこ

とにする。

雨頭艘は雨岸の渡船場間をはたお
り式に往復するから，水流力綴慢な
庭かまたは水勢の影響を受けない箇
所を選ぶべきであるが，やむを得な
い虚では，渡船の繋留する虚，これ
を渡船床(Berth,米國ではSlip)

というている。この渡船床を，ほぼ

船の入津の方向に突き出し，船禮の
大半を抱き込むように造る。渡船床
はコソクリーI､。ブロックにすれば

申し分がないが，たいがいコンクリ

'--I､｡杭か木材で突堤を造っている。
これで水流がだいぶ緩和される。も
し水流が早い虚で鼻水面に施設をな

し得る箇所では突堤を長く突出する
かまたは渡船床の前方に杭を建てて

〃蛾普が入津の際，水流に唾流されて
も，これ等の杭にもたれかかりつつ

床に進入し得るようにずる・また河

川のごとく水流が一方的に流れる虚
では,渡船床の方向を下流に向って

■

或る角度を持って突出さぜ船は通航

して入津するようにしてあるものも

ある。賛例南京，浦口b

渡船床はその基礎部を河岸に温き
鐵筋コンクリート杭または木材杭で
突堤を一般に渡船を抱擁するように
渡船の雨側に突き出し，その外面に
木材の防舷材を張り，これを渡船の
防舷材の外周と合致せしめるように
する。

突堤の防舷材のﾀ価Iま渡船が謹着
の際に船の防舷材で擦過し，碇泊中
は動溢によってその面を磨耗し，時
には衝撃のためにこれを破損する。
そｵI",zi堂均水位における渡贈の防
舷材･が麹皆床に接鯛する位置を中心
とし，その上下に，ガ<位の麹Eに態
ずる適當な蝦にわたって幅約'50
粍,厚75～'00粍の板材を船の入進
の方向に45度の僻角をなすように
張り詰め，磨損の甚しい箇所は随時
これを取替え得るような寸法にして
置くとよい。また時には摺材･の表面
にグリースを厚く塗布することがあ
る。もし渡船床の防絃材に竪角材の
み､を用いる場合には，これら角材間
の虚々に小角材を詰めて，渡船の面
壁によって角材に摸の生ぜぬように
しなければならない。なぜなら角材
が渡船の鑿突によって，摂られると
凸所を生じて，次同の大破損の因を
なすからである。

米國の渡船の防弦材は張出甲板梁
を更に突出せしめ，瀞形及び山形鋼
材で箱形防舷材を作り，その摺れ面
に鋼材を張ったものが多い。ある渡
船床では，その外面の摺り板の間に
等間隔に古軌條を入れてその面を他
の摺り板面と同一平面にし.q',るも
のも．あるが，その敷果がどの位ある
か筆者は知らない。

旅客及び諸車の乘諮には渡船と度
船場間に渡り橋がなければならない
ことは言うまでもない。浮橋渡船で
は，既に述べたように,･渡船の両端

=一当27－－
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一 侍殊船一

に遣り出し(Prow)を坂付け,船内

の捲揚機でこれを操作して，狸措場

の石叉はコンクリー.ﾄ造りの斜面に

渡す-のである。それ故水位差の調節
可

は非常に簡阜である。普通の渡船で

は浮擶度船のような遣り出しを付け

るわけに行かない。そして水位差の

大なる虚では水位差による勾配調節

のために長い漣り橋が必要である。

この渡り橋は渡船床の基部にコンク

リート塊又は杭打をして，その上に

構門を建て，陸岸に蝶番を持ち，水

畑まこの構門にかけた對軍で活荷重

を少く'て，構門より吊り下げた螺旋
棒，鐵鎖或は鋼索で祷淵を容易に上

下し得るようにした所謂可動橋を設

けなければならない。この了亜助橋の

長さは水位差が大なる程長くし且つ

これを幾蓮にか分割する｡､戸速の橋
でも主桁とその先端に短い橋，これ

をエープロン(Apron)と穂してい

て渡船が荷重によって鍵化する吃水

及び縦傾斜を調節するものと二つり

部分になっている。

上海の諸車渡船は可動橋の先端を

浮塵僑上に載せ，渡船は鐵筋コンク
リート製ドル‘フイン二本に売れかか

って，船に備えた渡り橋を浮震暦に

掛けて車を渡している。

列車渡船の可動僑は，軌艤を正確

に合わすことの勾配の黙に注意しな

ければならないから綿密な設計と工

作が必要であるが，読蓉混沿の場合

はこれ力輔軍に取扱える。ここに英

國グラスゴー市の土木技師シャープ

氏(Mr.R.H.Sharpe@GAnlncli-

nedwharfforVehicularFerrieg'

S・&S.R.Jan、1926.）の考案によ

る祭1面埠頭というのがある。この方

法のねらいは，どんな水位でも渡船

に備えた渡り橋を鱈垣頁にかけ渡して

車輔を唾下船させ得る虚にある。こ

のため瞬措をいかに繋留するかとい

う鮎を考えて，鱈垣酊薗を二つの圓孤

にして船首をここに當て，（23頁へ）
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－－斗造船のお役所

造船屋と材料屋
一

規絡というもの－

ついむこじ

造船のお役所

大正12年の古い時の事，揚子江に浮んで居るイギリ
スの河用砲潅約300噸のインゼクト級一隻を訪れた蕊
があったが，この艦の士官は僅かに3名であった。それ
は艦長と先任勝佼と軍溌長とである。日本のにも同じ様
な大きさの河用砲鑑伏見鳥羽等力揺たが，これには士官
が昌名居た。英國のより機關長と主計長とが多かったの
である。英國の砲艦長にこの職を如何思うかと零れて見
たら,,機關長は要らない，自分の助手としては準士官で
充分である潤魏長ならば嫁に1名居れば澤山だ，主言脹
の仕惑はこんな鑑のは簡単だから自分自身でやる，何も

主計官を煩わす必要はない，だから瞥者の眞似丈けは出
来ないから軍醤長は居て貰うと笑いながら答えた。我國
.Gは夫ね夫れの繩薩りがやかましいし，また四角四面の

、

規則というが融通の利かない枠があるので，機關は機關
關係で機關長を要求し，また金勘定を艦長に任す事も出
来ないで居だのだ。この小さい艦に士官が5名であるの
と3名であるのとでは，鑑の職装も異なって來，結局艦
の‘性能に迄影響の及ぶ大きな問題であるのだが，英國の
様に3名に減じ得なかった虚に日本固有の癌があったの
である。、

造船所に於ける事務系統の員敷は,工員10名に1名の
割合でよいと言われて居るが，蜜際は多過ぎて居る様に
見受けられる。造船所自魁でその減少に努め經賛の節約
を計らなければ間接費の膨脹となり，結局は高い船をつ
′く･るという結果になる事は，誰でも知って居る事ながら§
中々賞行出来ない問題の様である。その多くなる原因の
一にお役所關係の機憐があまりに複雑な躯が戯えられる
であらう。それは種々の数多いお役所の向き向きに交渉

二

ロ

をもつ事務系統の人を並べて置かねばならないからであ
る。

造船所はいう迄もなく船を作り修理する虚だ。軍艦の
無くなった今日，船といったらどんな種類の船でも關係
するお役所が一であって欲しいと思う。例へぱ獅貯の例
を蕊げるならば,水産行政を水璽薦で虚理するのは當然
であるが，その獅曾の建遥修理の部面即ち造船所が1国接

、

關係のある部面の虚置は船舶局一木でやって賀えれ嬢，

造船所側はそれ丈け餘計な手数が省け，その方面の？}f務
員を減らす事が出來る課である。海上保安臆の船.Gもそ
の建造修理という事は船舶局で虚理して貰い度い。造船
所で最も困る事は同じ様な事に關係するお役所が，雨頭
であったら三頭の化物であったりする事である。今度の
戦争の始め海淵屍が出来たのは，軍艦と商船が雨頭とな
り造船所を困惑せじめて居る事蛮を挑拭し造船所の能窄
を學げる篇めに外ならなかったのである。質際には船繼
の方は木船所でも何でも一虚に見る考であったが,機嘘
の方では曉玉の町工場迄は到底世話力鍵き切れないと手
を揚げて仕舞ったので，甲造船と乙識間とに別れた馬め
折角の效果は稀薄ら､｡､だが，それでも建孔諭旨率は確かに
昇ったと思う。

工業全繼の世話を澆いて居るお役所は商工省である。、
こんな事をいうと可笑しいが，造船も工業の一つだ。そ

うすｵじぱ鐵併の世話も商工省で焼いた方が合理的ではな
いかと思う。特に造船は他の工業に密接な關係があると
いうよりか，綜合工業丈けに寧ろ他の工業の援助なしに

塚

は成り立たないのであるから，造船丈けが他のお役所の

世話になって居るというのは可笑しなものではないか。
それで船舶の運誉海上保安船員關係等海運局關係が運儀
省に残り，建造修理を司る船舶局は商工省に移った方が
よいのではないかと思う。若し商工省の機織に工合の悪
い虚があれば改めて賀つた員よL､｡資材關係も肝心の元
締は商工省がやって居るのであるから，海運總局の査材
部も商工省の方へ移った方が，造船として種々 の黙に於
いて便利であろう。時々 麹皆用の責材･ば繼子扱になるこ

とがあると聞いたが,一所になｵtぱこんな事は無くなる
であらう。船の建鐙修理關係が何故商工省管下に這入ら
なかった理由は知らない遜信省の管船局時代からのし

きたりなのであるが,既成船の定期嬢査等とから患合ひ，
船に關する事は何もかも一手に持たなければ氣が齋まな

〆

かつたからであらうか。商艦躍校が文部省管下に這入ら

ず遜信省管下であったと同じ様に。或はまた錯曾社が自
分の鑑船所を持って居る方が，何かと都合がよいと考え

られたと同じ様に。

新らしい世の中となったからには，他に大なる弊害が

1
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伴わない限り，造船所に最も都合のよい様，お役所關係
の鍵更を行って簡素化を計って貰い度い‘.今時勢力季や
繩張り季をすべき時ではないと思う。ガ鍾聴が出來た時’
造船關係の歸趨力湘等問題になって議論された力誌局は
農林省の頑張りで改革されなかったと聞いて居る。冒頭
に英國の砲艘の事を述べたのも，英國流に簡単に物を考
えた方が人物經濟にもなり，能率も向上すると思ったか
らである。〔24-5）

造船屋と材料屋・

謎鐇屋がつねに取りくんでいる主な材.料は鋼材.と木材
とであるにも拘らず，木材に開する知識は例外はあるが
一般に乏しく，鋼材に關しては更に輪をかけて乏しい。
胎舶工學科に冶金の講義があるのだが，卒業するとすべ
て還納して仕舞うらしい。

.D"Ijの鋲材が問題になり對策を練った時，一魁軟鋼
でもそういう傾向はあるが，特にMnを含んで居る鋲
を砿1000度から1200度に焼いて銭めると著しく堅
くなる,即ち引張り湿度は甚しく踊し伸びはまた極度に
減少するという事を,~遥船屋は根本から知らなかった様
だ｡鋲の打ち上げ後の湿度が鋼板のそれと同じ様になる
｜率を設計藩が始めから要求するなら，その様になるやう
鋲擁に應じ含有物を加減して適當の鋲材を作る歌は錨闘
屋にとって両確なのである。特捌銅ともいうべきものに
對し，鋲材にも鋼板にも同じよ‘うな成分を要求した設計
箸の銅に對する無智が問題を惹起したのである。材料屋
にしても造船の加工法を熟知して居て,.D鋼ならD鋼
でMnの含有避の範閲を適當に砿げ,D錨鋲材.ほこれ
で御座いとやれば話は早くついたのである。軟鋼でも鋲
材には銅板よりか柔かい成分のものを使用するのが常識
である｡有名な迭船のオーソリチーでも，鋤所から出
る画一ルされた朧の鋼板の内應力が，大きなものは4
kg/mmgに達するものがある事を御存知なかった。銅
板の材料試驍で試鹸片iま何虚から採るべきかが問題とな
り議論された事があったが，一枚の鋼板でもインコ.ツト
の'､ツフ・の方とポッ1､ムの方とでは撰者の方が柔かく，

'

一浪人の撰言一

かたまって居て，其の中に異分子が居ないのは峡黙であ

る。他の部門には専門の材料屋力悟て相當な働きをして

居る。今後の遙譜界は當然熔接性の良好な鋼材蚤要求す

るであろうし，また斯かる鋼板はその加工程度により，
コールド･ワーク詮すべきか，ホット・ワークをずべきか

等の問題も起きて來るであろう。D銅や高張力鋼のキー
ル板の加工程度の高い虚を，ホット・ワークは狸度を損

ずるからいけないという理由の下で，コールド・ワーク

して割れを起した例は随分ある。鋼の性質を知って居な

い設言晴は，設計通り無理な加工を狸要して勘定した張

度と，資際加工後の湿度とは甚しく逢って居る様な場合

も起るのであ.る。科學の進歩に伴い，よき諾をつくる篇

めには遥錯屋としても，鍋に對し種々と要求力抱るであ

ろう。そこで自分の材料に對する知識を高めると共に，

専門の材料屋を仲間に入れて，遥船の面から鋼材の研究

を大いにやるべきだと思う6鋼の性質が菱れぱ造船の加

工方法にも鍵化のあるのは當然だ。例えば軟鋼ならば

シ:－ヤリング・マシーンで切断してもよいが，高張力鋼

になるといけないという風に。新材が出ればその新らし

き加工法の研究は，材料屋の立派な仕事であろう。鋼材

許りではない鍔物にしろ，合金にしる浩船特有の用途に

使用するものが多冬あるから，造船の仲間に來る材料屋

の働く領域はかなり厳い，決して繼子になる様な事はな

いと思う。

船會而上には専門の造船屋が居て，種々 と篭劉隙所の方v、

船會吐としての要求もするし，また造船所側と手を携え
て船をよくする郡に努力して居る。これと全く同じ様な

意味で造船屋の中に専門の材料屋力漏て，材料製造者に

識皆としての要永を傳え，また材料から見た加工方法の‘

改善を造船屋に促し，輕くて懇い經濟的なよい船をつく
り上げる事に協力しど貰ったら如何であろうか。

規格というもの
〃

同じ物に對し規格が殻霊感罰もあっては，多量生産等と
いう事は思もよらず，製造者は徒らに謎錨する丈けで勢
い生産債絡は上るものである。此虚に軟鋼に例をとって

見ると，船舶用のもの，鐡這用のもの，土建剛のもの等高張力鋼の例を見ると大差あるものは鐸I皇方吋4tに及。見ると，媚ガI郷"'も"ﾉ，”X馴里州jU:ﾉも‘'ｿ’二!昌煙州』Vソか～
んだものさえ起った醜があり，震たロールの方向と横とと少し宛規絡が違って居たが，製鐵所でば合絡率をよく
でも強度に差があるという様な茶飯事を皆が知って居れする爲め，各個の註文に對し一々成分目標を鍵えて製作
ぼ，何魔から試験片を探れば自分の要求に適う結果を得しなければならず，/規絡の僅かの相違に災されて生産層
られるかという事は自ら判るのであって’大談論をする眼に浦い思いをしたと聞かされて居る。
総地は無かったのである。水幽錘鋲磯で､睦を鋏めて完蜆絡というものは製品の均一を得る篇めに一懸迩領線
全に水辮に手るには'鞘態黙である識氏900度を超して111に一線を幾したものに過ぎないからその限界を少し位
鋲を焼いてはならない率も大切な要件だ○越した虚で大なる影響があるというものではない。織局
，造船は所謂綜合工業であるにも拘らず,繼船屋許0がはIWに標準を示したものに過ぎない。それなのに各所で

、
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－ 船の科學一◆

、

少し宛逢った規格番いざ一本に錘め様とすると，各自が
夫れ夫れ自読を固守して譲らず，恰も何も知らない検査
官や監摺官力媛生大事と規格の文句許b守って業者を困
らし，陰でその塞壁をかつたのと其の規を一にして居た
のほ如何した課であったろうか。虚心坦懐に話合いをす
れば簡軍に定まる事と思うb

折角JESといFうものがあるけれども，これには狸制
力がないから完全には使われて居らない。海軍のあった
頭渡琿では率先出來得る限り自分の虚の規格をJESに
合わせて居たが，他の官聴では，ありもしない自分のオ
ーソリチーカ無くなるとでも思ったのか，技術者の狭量
さからか中餐その様な氣持にならなかった様だ。しかし
JES制定の時には，多くは委損を出して居たのであるか
ら可笑しな話だ。"

全國で親緒が統一されて居たら，どんなに國丙の冗が
省け華費が低~FT･る事であろうか。規格統一は決して
めいめいの自由を奪うものではない。敗戦図として嘗め
て居るこの謹寛から少しでも早く抜け出るには，國とし

ての冗を早くなくさなければならない。聞く虚に依れば

近く工業技術鹿でば更めて國家規格をつくる相であるが

誠に喜ばしい事で一日も早くその制定の出來上ることを
、～

願がって止まない｡た壁これが制定に當って注意を要子

る鮎は，規絡力輸Iかすぎてものの進歩發逵を阻礒する様
なものであってはならない事と，我國としてば今後工業
品の輸出に重黙を霞く上から，規格はある鮎迄苦じく.と

も世界的のものでなくてはならない事である。また規格
丈けは立派であるけれども，徒らに製品慣絡があがる様与
なものであってはならないことは勿論である。街この制

定に當って集める委員は，机上論許りをやる所謂學識經

験者速丈けでば不可ない。現場でほんとうに物の生産と

取り組んで居る眞蘂な技術者を交える事が必要であると・
思う。兎角現場の下の方の鐸は上層部に届かないのであ

るから。それからまた一旦規格力制定されたとしても賞
施して見てﾌ侭具合の黙があったら，官籏的氣分を棄てて

充分研究の上，どしどし更新する丈けの雅量がなくては
ならない。〔カット山高五郎氏垂〕

＆

①

〔35頁よりつ壁く〕

力鐘ふことは確かである。この黙に關しては取扱者の方
方の十分な協力を必要と考へる。
明治2年海軍學佼〔當時沼津にあった海軍兵學桟）で
編纂した．‘蒸氣器賊書,には舶用罐及び主機械〔當時の
ことであるから勿論圓罐及び往復機賊〕の櫛造と取扱法
とを克明に述べ最後に簡軍な理論が添へてある。恐らく
我力画の最古の舶用機關教科書であらう。その鮎で甚だ
興味深い。その一節を原文のまま抄録して見やう〔但し
原文ほ縦書である〕。｢雛を型する方々種々の要務あり○
第一には成丈少量の石炭を用ひて水を連に沸騰すべき形
状になすべし○第二には其捧小にして場所を瀧ること
小しく且つ成丈低くして船底に沈ゑあるべく其量重も亦
成丈輕くすべし○第三には罐中に残溜せる璽或は土類を

メカク

掃除し易く,且つ修復し易くなるべし。○第四には蒸氣
葡|健十分に蕊《庵すべし著し木的
當に映小なるときは適量の謹氣を貯ふること能はずく且つ。
蒸氣と共に水を調戒に輪るの害あり。○第五には水穣
匿三至奎ヨを十鍵なし筆く火路謹騨ひ
まの傾斜するとき水上に出ざる程になすぺし。若_し不的
當に小なるときほ連かに火路の水上に出づるのゑならず

右等の目的に滴ひたる錐ほ即ち第一岡に記せる焔管罐

なり。罐の形は其場所の摸檬
1プラムペープケートル|
，1､プライレポイレル’

に由て定め又蒸氣力の狸弱に由て定むる故に璃伏に定則

なto○但し通例低唾力の蒸氣には筐形の雛を用ひ高唾
力の蒸氣には圓箭状の雛を用ゆ｡」

（註〕片假名番術語上方のものは蘭語，下方のものは

英語である。

これ力雑設計の要訣である。今から見ると幼稚な黙も

無論あるがしかも舶用罐としての大綱を捉へて居り當時

の編述者の苦心の程も窺はれる。今日の我々の智識もか

うぃふ先人の苦心に依って培ほれたものであることを恩

へぼ感謝の念が湧く。

〔訂正6月雛舶用機關の今昔の中，隼1間と錐2岡ほ

入れ替えに付訂正します〕

＝
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航 ､海用双眼鏡
15×80脚付大型品
7×50薄募.夜間用

特殊レンズ装置

其他各種製造

横濱産業工藝研究所
光學。部
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（其の四）
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〔カット陸堀氏遥〕

ひ得ることとなった。勿論船底の諸管等も一部は本1反付一
一部は加工完了のものをその位置へ鐙入して假付の状態
まで露天で行ふのである。

V・艤装工事

（5.1）艤装工事費施の時機 かくして船殻工事に支障のないものは出來るだけ早期

磯装工事に於て特に掘調すべき黙の1つはその早期施に取付け,或はブロック組合せ以前に定位置に猿込んで
行にある6在来は諸室輩作，通風，配管等の仕事は凡ておく。その目的は作業が容易であること，運搬の容易で
船殻工事が殆完成した後に於て質用並びに構蓋'二支障なあること人であるが，造船工事に於て運搬に要する工数
い様に現場位置出しを行ひ，各種織装物件の配置や形状力湘當の量に上ることを老へると決して輕覗し得ない敦
を決定した上で必要な内業製作工事から始めるのであつ果がある。叉船殻工事維了後の作業となるべきものに鋤して瞳，
たが，本例に於ては以上の手綾は鉦に愛物大模型に於て
行はれ,位置混伏は詳細に決定して,船殻工事の進捗と必要な船禮昌濡罫は悉くブロックの間にすませてしまふ。船殻工事維了後の厳蘂底事は在来と同様に行はれるが
は無關係に加工製作の内業工事を進めつ上ある。
從って船艘プロックカ職装品を坂つけるに差支なぃ状このときの工事量は著しく少くなるのである。
態まで工事進捗した時には之に着手するには漠型上の罫．（5.2）織装品の製作並に準備

香を寓して來れぱよいのであるから極めて容易である． 所謂錘崖品として砿汲はれるもの上うち通風機卿筒，
郡ち著しく早期に艤装工事に着手することが出来る。
更に遡って湯船燈銅板罫書の際に昇降口，舷窓等の位揚貨機等の甲板磯城類の生産は別の問題として取扱はろ
霞を記入し，船壷肋ロエの工程に於て既に之を穿孔するのぺきである。辨類’通風筒頭部等の如き舶用器具，把手や，扉締付
舷窓'昇降口コーミング等はブﾛﾂｸｴ程中之を繩．クリップ等の舶用金物は，量産的な見地から當然規裕品
が第-･着手である。．

伐る，殊に昇降梯子等を早期に取付けることは’作業上であり，夫々描當の關連工業のメーカーの手で澄産的に
．の便益甚だ大である。木製造作物等を船魁に取付けるラ生産されたものである筈である。之等は罰辱は船燈部制
グ･ピース等は成可く早く施行するのが有利である。甲式として準備されてゐたが今後は標準規格品として準備
板裏に坂付くべきものは甲板ブロックが裏返して熔接をされる趨勢にあると思ふ･
行ってゐる期間の末頃に収付くろを可とする。さて，この船型に對して所要の形状寸法により製作さ
船底ブロックにあっては，底部外板と肋板ロンヂ等のれるべきものは'例へぱ管類，通風1、ランク，梯子，傳
本熔接維了と同時に船底辨及その開閉軸系の坂付を行っ動軸系,卓子，ソネーブァ疲蓬,抽出,其他室内造作,倉
た，之によって最も狭く暗い部分の工事を青空の下で行庫内敷板等がある。これらのものは悉く漬物大模型によ
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一 船の科學一

って型伏寸法を決定し，之が内業製作に必要な型阪，曲

型叉は製作用治具を工場丙に準備し，現場とは殆關係な

く内業製造を行ひ，船禮の工剖f力謹んで夫々 の取付を行

ふべき時機に之を現場に運んで，最小限の現場工事を以
て装備を了する様に案劃漬施した。

之等に對する工事段取は名職種（仕上，銅工’鐵工，

木工〕の擢當する品目に就いて’工夫を蕊Lて行ひ，内
業工事の順調な進捗と一様な作業の反覆蓮綾を計った。

⑬

後でなければ行ひ得ぬ部分が多くしかも船の大ぃさの制
に,大馬力の磯關を搭載し七ゐるため組立工剖唱身に相
當の期間を要するので，船燈部駿装の様には期間短縮を
計ることは困難であった。．．‐‐‐

なほ本工事中には，雨船型等に相當量の軍事目的の装
備があり，之を説明しないと不十分の感があるが現下の
副端に適しないものであるから言及を遠噸する。

VI.進水と船臺回韓率

建造の過程に於て船魁を陸上から水上に移す弓作兼工程
である進水も営然一定期間毎に反殺行はｵEること坐なり
從って船蔓菜は造船肴渠の同鱒率が問題となる。
既に1隻の船となったものを陸上で移動することは非
常に困難であるから：ブロック即ちサブアッセンブリー

を更にアッセンブルして1隻の船鎧とする作業の絵りを
進水を以て劃すること上なる。こ上に各ブロックを出來
るだけ完全なものにしておき，龍骨盤木上の總組立作業
を出来るだけ短期間に行ふこと上進水に要する設術が簡
単であり且つどの期剛1に進水鞠師端はｵ1得るやうに
老へる必要がある。

この要求の下に採用さｵした方式は，「特々 」に於ては
踏船々 渠に於ける2隻同時水,SB艇に於ては「コロ」
式の進水であった。何れも，特に多量生産方式なるが故
に特別の條件を要求するものではないが，一切の設備が

一定の短期間に繰返へし使用されることを考慮して耐久
性大にして取扱簡易なることを要する。

この卿船渠に於けるものは進だ便利である。SB艇の
「ゴロ」式進水に於て固定童は前にも記した如く，船臺
頭部の船尾ブロック組立位撮から糺立iliの船鎧の下を經

〔第7圖〕

丙業施行用の治具の一例を示すものが第7岡であつで

之は,1-ランク，諸管等の曲･‘を有するものに對す-る治

具で，定盤の上に数個の鋼板を熔接直立せしめ，この銅

板にある切峡きに,管をはめて恢壷し雨端のフランジと
その黍ルト孔を決定するものである。

ノ（5.3）現場工事の施行とタクト方式の採月j

外業に於ける蟻装工事ぱ適當な範幽に唾分して，数拓
より成る作業員グループ°に単能的に捲當させ，逐次同じ
zp"を繰返Y､寸採にした。土事は現場型収,現場合はせ
を極力少くし貨物大模型から取った型によって製作した
職装部品は前節に述べた様に現場に於て消戎する時間を
少くし,即ち同じ作業についても外業工数を内業工数に
比してなるべく少くして,鋤の浪盤を防いだ。
かくて小範函の一定の]反付f嘩を一定の人,彰が繰返へかくて小範函の一定の取付I嬢を一定の入倉力撰返へ－て水線部まで常に設置されたま上’鋼板製のカバーを以
し行ふこと上なり工菖l刺増しく短時間に簡易に行はれる亡保護せられ進水と船尾ブロックの移皿蛎付に諜返へし
様になった。 彼＃』せられた。

しかも逢造蟻装工程の一定の時期にあっては一定の作SB艇の場合1の船蔓に於て職識跡U立と船尾フーロッ
業が行はれることとなり，そのグループ°は次から亥へとク組立とは同一期間となり之が連鎖する2船の竣工の間
薮胎を移動して行くタクト方式力竣現したのである。隔になったわけで，船臺が2つあれば竣工間隔はzF分に

なる。通常之が船蕊利用の常態となるであらうが，「特（5.4）機關，電氣その他の艤装・
」々の場合は船渠が大きいので總組立のみ､なら9隻まで

機關，電氣その他の鯵装についても，勿諭上述の方式の併ﾂ蝿立が可能な面稜があった｡之は全般綜合の内業
に俘つ．ご’工菖IFの推進が行はれた，その方針は船燈部の能力，外業工数を考へ更にブロック組立場の活剛を考慮
職装と同様であり，部品と､しては現場と無關係に溜伏寸し同時建造を随に2隻に止めたのである。
法の決定されるもの力彰いので，概ね上記と同様な施工ブロック作業場がクレーンの作動漉鬮内にあることが
法により得た。必要であり，船蕊施設としては今後一屑この傾向力靖加
この場合器jl織賊の配列について質物大撹型の利用はすることを考へて行く必要があると思ふ･〔第8圃参
特に有敏であった。照）

”

然し機關部の組立は機關室附近の鐇鎧工蕊が維了した
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〔第8園〕 ■

や

結果に於て現在就航中の船に關する限り，私見でほ，
まだ眞の解決は得でゐないやうに琴、る。、
本論の如き程度の資例を提げて彼を論ずるのは些力無

夕
、

願豆：船尾プﾛｯ’“

ヘ

SB鰻組立配置謀の機にも見えるが工業全般の背景造考慮して,過去の
V11.結言． 業演を判罰するならば，謹鐇の分野については我國と錐

も徒らに彼の後塵を毒するの翠でなく，我々 は我々 の立？

､手許にあるデータによるとSB1號の資就工数は場に於て開拓すべき鐵菌があるき信ずる。
諾殻25,500織装9,830 先壁弦に於て問題となるのほ造艦の背景ぞ形陵する關
船渠j1'800船･具3,200聯土業全般の問題であｳ造船虻業がbundingからprd.
設計〆9，900，’合計50,230ductiOnに蕊りつ上ある時代I縦て我國の工業全般に政
であって,，之力轆を逐って第2船以下は善を要する多くの問題があるために逵賠そのものの躍進
・80％，‘65％，60％，50％，50％………･･･、、を阻まれてみるとの感力深い。

といふ遊戯を示してゐる。。鐘に一言したいことは本論に扱った嫌な現場技術の問

元来が簡易化と能率化を目的として案劃唱たから，從題は從來我國では鐙系づけられて来ては居らぬ。・響、
來方式によるよりは相當に低い噸當工数の筈〔船殻約6．船殻工作法'艤装工作法さへも統一した書物も殆無く，
4.5〕である力喧ちに比較すべき類似船力無いから,数字船渠關係'繼具關係'運用關係等は造船家側の立場では
の比較は出來ない然l逐次減少しだ黙は興味がある。‐殆んど言ひ博へ的な技術になってゐる。
建造期間についてもこの船としては行く所まで行ったこの結果は優れたpracticeさへも維戦と共に跡を念
と碁､､ある,尤も本例が模範的だなど坐云ふの匂まなつもの力沙〈ないのでばあるまいか,また筋道立った謡
い,一般の戦時漂準謄等に於いても各建造所共,非常な來ﾍの見透も困難なのではあるまいか。

謹鑿懸鑿襟需溌:墓鰹翻”鐸環麓:謹著鯉熱墓懸皇
と．切望する次第である。自分等はその一石を投じたに過に自らの意見と自らの努力によつで切吻開いて行かうと
・ぎぬ。．、，。いふ察氣が高まり，從來よりは一段と纏って，或傾向に
なほ鼓に述べた總括の背景として，文頭に記した諸氏集中して行くことが必要ではなからう緒､。
の溌軍なる詳細報劉ま折を得たら一括して發表Lたいとそれは新しい面を日本造艦家の手で開拓して行かうと

念じてゐる。いふ意氣込みと'､それ力迩に協力しで或る目標I弓注がれ
,近来厩を米國船を見る機酋を得て居るが,その材痩はるといふことである。

極め置嶬であり且つ熔接そのものに於亨は彼に格段のこの船群を建造した謹時の自分等の意氣込を同想しで
遜歩力認過られる。しかし熔撰賂の湿力問題,プ造ツク新しい意味でそのやうな氣蓮氷起って來ることを深く所
式の組立渋あたりについては，どの程度までﾊﾂキリ解って止まぬものである｡(完〕職須賀米海軍艦船修理部
決してゐるかは明かでない。勤務〕
f’
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罐 の｛發′逵

(舶用ｵ識調の今昔其の畠）

朝永研一郎

綴罐を大きく圓罐と水管礎とに分ける。圓雛は一口にい

へぼ火を水が取函む權造のもの,.水管識は水を火力寂函
『冬

む構造のち．のをいふ。

’舶用罐とじて早くから發達したのは圓罐で記録に表は
れたものでは1853年汽船血ALACCAに採用された低
圓罐力鐙初である｡當時の蒸氣墜力は4詞堕程度でおっ
た。この型では燃澆カスは水中を罐の前面がら後面へ邇
り抜けるだけで從って丈ほ低いが敷率は悪かった。1862

年汽船McGREGORLAIRDに始めて採用された戻火
誌龍iま現在の圓罐の先蕊をなしてゐる。即ち撫尭ガスは

前面から後方に至り再び水中を前呼戻って排出される
もので低圓罐よりも傳熱效率が良v,。この式に風するス

コツチ罐が永年商船に用ゐ･られ圓罐の代表的のものであ

った｡､スコ･ツチ罐の弱黙の一つは胴丙水中に没入してゐ
…

る螺逹の外避に對す･る遜度である。この弱黙を救ふため

燃謹胴外に耐火煉瓦で築き且その中に水管を通す式の
もの即ち乾燃室罐が現はれた。その一例は1932年頃に

出來たHOWDEN-JOHNSON態で我が函では1936年
三井玉謹鐇所で建造した三井物置蕊罰辻の金城山私にこの
罐を装備したのが始である6乾擁苣魍まスコッチ雛に比
'一敷率高く重量遥獄を鰯威し得るため次第に普遍化し我

洩國では1939年船舶弓躍協會力制定した各種標準貨物

記のうちB噂IXEVmT.R及びNICLAUSSEは比較的
大煙のﾇ階を用ゐいはゆる"大管式'に脇じそれ以外の
ものは水管の径の小さい“小管式'であるd但しRABC

OCK過NDWILCOX罐の最初の芯のは大管式であっ

た。これ等の水管裁篭の出現に依り唾力は漸次上昇し4

0"莱嘩程度までなった。

更に近年は蒸郵選力及び温度上昇の要請に態ずるため

種々の型の“高座高温罐”力覗はれてゐる。WAGNER,

JoHNsoN,sIJLzER,IBENsoN,-LOFFLER,vDELOx,

LAMONT等の縦がその例で睡力も100乗晦呈度に
まで上って來でゐる。

我が國溌勝で水管罐を採用した始は1908年建造のさ

､くら丸及びう,め力潜丸ｾ型式蟠當時の海軍で創案された
“宮原式'であった。その後B4BCOcKANDwILc

OX式又は國産の式を二三の船に採用しだが,本営に水
港式の鋤を發揮させ得たのほﾕ937年三菱島崎鐵曽所電
で建造した錆篭丸及び鶇線丸で下込式給炭磯附の三麹堅
型水箔罐を採用し27氣睡390｡Cといふ當時として

は相當に高瞳罪鍋の蒸気蕾發生させたのが最初であらう。
高嘩淵溌では1939年播磨塞措所で竣工した油鋤黒
潮丸に)il崎鋤所製のLAMONT瀧を装備したの力殿
初である。墜力24氣墜,温度350｡Cで未だ‘高睡高
温”という程度ではながったが，ついで同所で建造した
優秀艦出雲丸には40氣壁,420｡CのLAMONT雛を
装備した。これが最大のレコとドである。ごく最近の例
では1948年に川崎で建造された鯨肉運搬所第三天洋丸
．（ヂーゼル船〕の補助罐に排氣ガスを利用するLAMO

NT"(睡力3.5氣嘩)1基を装備してゐる。

雛發展の趨勢中顯著なのは蒸気墜力及び温産の上昇で
ある。これは上記の蜜例で明であらう。蒸氣原動装置と
しての熱效率向上の要求に依ること勿論である。圓罐で

船の主確としてこの式を採用して以来商船の圓罐は専ら，は構造上陸力17～18氣座が止りでそれ以上は水管雛に
この式になつでゐる。蒸詞壁力は1880年代に･5～6氣佐るのほかはない｡水管罐ならば適當に設計Lさへ-銅山
",i890年代に7~10蒙唾といふやうに逐次上昇し現確加殆んど鱸撫に上I癖る｡陸上の發電所写は塞
在は最大17~18氣鱸呈度に達してゐる。氣の臨界唾力である225燕といふ極端な例もあるが，
一方水管罐はその性能上主として軍艦がその發達の魁船では極重を期して先づ'00氣睡位が現在までの限度

をなしてゐる。軍鑑も鍵初は商船同嫌低圓罐を採用したである。温度は普通500｡Cか最上限でこれは材料の耐
が輕量小柄で且氣醸速かなことの要求から一時機關車型熱性から來てゐる。
の圓罐を採用したが間も無く永管式に移った｡その最初今一つは罐敷率の向上である｡縦の效率とは燃料の差
1”＃國のBELLEVILLE"(1855年)である。この罐ば熱遥に對し鐵際に有效に水に傳へられた熱量の比率で撚

今から見ると相営に複雑な且諏い構造のもので故障も多焼效率と傳熱效率'との税である｡燃澆效拳と(砿際に鱸
く又石炭溝葦斌も多かった。その後各國にいろいろの型内に發生させ得た熱量と燃料の發熱登との比，傳熱敷奉

力観はれた｡その二三を零げるとNTCLAUSSE(佛),N､とは賓際に有效に氷に傳へられた熱遥と鯉内壁生熱量､と
ORMAND(佛)1THORNYCROFT(英),BABCdCKの比である｡撚澆效率は嘘の構造形状,燃鍵度,通風癖
ANDWILCOX<米),YARROW(英〕等である。上．,．の如何に依り定まるほか焚火法の巧拙も犬に影響する。
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’博熱效率は罐水循環及び燃澆カス洗過の相對的方向及び

速度等に依って著しく影響される。相對的方向は反對で

且局部的には互に直角,速度は大である程よいといふの
が一般の原則である。今日までの進歩Iま皆こうい志鞍に

沼うて居る｡:かくして罐效率は往時のスコ.ツチ罐に於て
■L己b

副畠均60～65元程度であったのが最近の高墜高温罐では

90影臺に達するに至ってゐる。

礎に於ける辮衡曹鬮鱸れば附圖のやうになる。
.h=使用燃料の鐸壁｡Unc
，he=有敷に水に傳つた熱量．

，ｭ＝燃料の不完全燃饒に依る熱損失，
'4=燃料の不燃焼分〔媒煙を含めに依る熱損失
18==煙突排出ガス〔水分を含ま杓に依る熱損失

]:臺嬢鰯鱒
以上何れも使用僻}1kgに就て計上したものと求る°
鯲尭の敷率は．

”‘=上二器遡-；
’.、

｡f
〆

傳熱の效率は
h“‘－h-0i+12+13+14+】汀

巳

ｌ
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。
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從っ･亡罐撚は ノ

るカスの餘熱を以て燃澆用室氣を藤熱する装置は現代の
多くの罐に装備ざれ燃焼癖を上げて居るが水管ゐ方を
或る灌度雛にしても室氣豫熱器の面積を犬きぐすると
いふやり方ほWAGNER及びJOHNSON罐に見ゑこ
とが出來る｡‘その結果罐全燈としてその敷奉を上げてゐ

一

y,=-｣l=g'±l苓皇土と±型
垂

･==IJ1IJg

結局與へられたhに對し,11乃至15を極力小にす
ることが罐設計の要訣である｡､これが十分に賞現する淫一一1．．．‐

逓丙温度は高く煙突ガｽ温度は低く且煤煙は皆無にな′る。
る。“無煙の冷たい煙突”といふの力雛屋の理想である。．⑤水壁謹の利用．ｽk壁管即ち水管の一部志殆んど隙

鬘霊辮謹慈覇鐵麓撫震鴬擬羅難驚
I

（,)全水管化_水僧擁の生命はその水管に在るの､G胴、度の低下を鍵現し得ごゐる｡‐
を全陵じを一貫韮綴した管のみとする｡‘その例はSULZ.C)風速の増大その最も頴著な例はVELOX砿に
ERWKBENSQll罐に見ることが出來る｡これに依つ見§ことが出来る｡即ち邊風磯に依り2氣墜以上の瓢”
て重鐙軽減及び高座化が容易になり且效率も向上する。座の室氣を錘って燃料を燃澆させ且燃饒ガス速度を2叩‘
但し蒸氣需要量の鍵化に即應するには困難が件ふ。m/s.程度まで高め継水眼制循環速産の増大と相俟つ』て
．②癖の自働管制鋤の鍵肋に應じ燃鍵度を目鋤傅熱を良好ならしめてゐる。
的に増減する装霞をつける｡のの峡馳はこれに侭って氷管繊は世界各國共海軍艦艇に於ては早くから圓鍵に
‐或る程度避け得る。・′代って主用されて來たが商船〔少く蛾が國の〕方面で

鯛墨撰漂熱鯉驚霧震雪，､灘鯛駕篝撫鰄謬嘉麓灘蓬
に像り樽熱紋奉を高め得る｡その一例は“血Q加蝿‘・やうな各種の敷率化の方策も水管縦でなければ全憾こ億
である｡‘。．：行へない。一つの問題は取扱法で水管確と園罐ではコツ
1鋤空氣隷熱器の張力化室氣溌鍛即ち煙突へ逃げ．“頁へ,｡野〈）′・

I'_,--錨一。
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昨年1ケ年間に扱ひし1郵船数を

沖工事を除き記せはFiglの如く臨

時修理力排常に多く，多くは主補磯

關係工事,と共に行はれたもので之は

Fig2め造船造機別工数曲線からも

察せられる｡街船型に依って見ると
青函丸型と洞爺丸型とが断然多いが
青函丸型中I菫は進駐廻使の四隻が入

,ってゐるので諸設嚇のために制合に
多吻:洞爺丸型に多いのは材料工作
に研究3~る要があるど恩はｵ.Lる。工
數曲線より見れば,殆んど一年を通

じ多少の修理を行つくゐ.る到翰:分

る｡造船及汽確關係ﾔｴ事最を工数
で示せばFigSの如くである。

次に扱ひし各船の一年間の修理工
蔀を大略分類せぱ面ig4の通りであ
って数字は修理同駁を示す。〆

B)'修理エ事の内容〆

先づ船禮關係は次の通りである。
（1）ほ冬鯉、-ﾌ戸”グ

、〃

q
●

青 函連絡船

の

修理，壯況

ノ

■

q

’
＜

蕃 田義道
＆

震施したと老へられるので大魑の傾

向が剣やと思息｡飾述の如く,職
掌柄船魁及汽罐關工事に止め主補磯

の工事に就ては一切記述しない事を

お断り．して置く。‐ヅ

AJ修理の歌況-e-

露に依り多大の鐵書をうけ，一
時識邊に支障を來した青函連絡航路

は，残餘の戦標船と稚泊連絡及關釜

蓮絡維略の停止に件ひ，同航された’
b・

迩絡艦に依り，多量の旋客貨物輪逢

を賄って来たが，其後相次ぐ需函丸

型及洞爺丸型愛物並に旅客船の新造

』こ依り，現在は總言H一五隻の陣容を’
以って往年以上の華かさを示してゐ

る。．

然るに連絡船は主機補磯識豊1窪
等に因る倣航多く，･筆者は函館船渠

に於て連絡船の職剴彦理汽罐修理作
業に從事して来たので，昨年一年の

蛾より修理個所を分類し,房鎚の
内容を識者にお知ら壱し，参考に供

画fたいと思ふ°但し全工事を當趨治
駈で行つだわけでなく，丙嘘船所
及び函館附近他工場に於ても行はれ
たが，婆墜政にして九○％迄は篭所で
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ｐ
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(1)〆は各船のプル・
ワーク叉はハンド

陛一ﾙ關係あ工事
を示し着岸時のプ

ルワークの屈曲ム

アリングホー少の
破損，ハンドレーー

や

ルの屈曲，改造等

を含設進駐軍關係
船ではハンドレー

ル高さの塗更等が
あった。

2〕3〕は上記同1

様着岸時可動橋へ
の衝突に上る屈曲
飽裂隆起等で，車

輪甲板下外”:大

小の損傷をうけ，

修理に奮ってば内
部舜i§狸，セメン

トの充鎭等の對策

が識ぜられた。

4りほ蓋割寺の

岸壁接鯛に依る防

舷材の脱落破損新
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のの，調整，改造等である。

7〕は諸昇降梯子の鐵製に改造修

理等を示す。

9〕は厨室ス，ﾄ‘－プめ鱈員修理,煙
突の纒足，模様替，厨室内部模様替
等を含む。

’のほ車輌緊締具,､及車輔甲板上
リングプレートの増備,.位置鍵更修

理を含む。

11)はズノr弓スドァの新鐸水密
扉の改造修理。

12〕は煙突I輔除,ジﾔﾂギｽﾃ
、、一－．

．－，､標示マーク]反付等の工事。

13〕は客室塘備に依るダピツhの

増加,取替，改造，繊量簔誕ロー

リングスパーの改遥,新諜等這含む。

’のは揚謝幾7－ピソグエゾド,・
ボラード，フェァリーダム等の肉盛

〆‘

ｰ切を示す。

15〕はワィャリール，プレーギバ

’ソド等の改造を含む。

、16）は車繍甲板各種開口蓋のバタ
①ト

プライナツトを眞鐵製に新替，位置

､鍵更，修理等一切。

17〕は車輌甲板_上にアスプァルト

セ.メシト塗装證行ふ工事を言ふ。

18〕.は航路保安器設置に伸ふ附譜

工調,419)は客室，ハゾドレール，

諸倉庫等の新設工惑を言ふ。

20)2Dは船首部，中央部外板の
〃

,損傷修理を言ふ°
汽耀關係工事に就て読明士れぱ次

、

の通りである。

Dは汽罐胴板の漏水であつ種,胴

板とバットストラップ間，鋲の漏水

ぱ殆んど各船の圓罐に就ての共通工
事である。、e

2〕は煙箱の扉曲直,金県バツ希ソ
類の修理等を含む。

3〕煙管'支柱管'循環水営の娠替
鰄等。のほ鋼板製のものの蕊物

｜
‘’

4

町

9

Fig4.各種連諮船の工事別修理回数〔船遥關係〕
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~Fig4.各種連絡船のエ率別修理回難〔汽縦闘係〕

設工事を表はし，尚曳船に依り右舷庫，機械室室氣口等の水密蓋の水密

後部車輌甲板上外板が押付けられ屈、性不良のも,のの改造，修理及石炭塔
曲､ず,るを防止するための，防舷材新戦時の蓋の屈曲，修理，グレーチン
設工事も含んでゐる。グ金網等の工事である。‘
・翰職車輔甲板_厚に開口する石炭6〕は通風筒の延長,同純不良のも

● ノ

ー37－室一
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5〕はラツキングの函板坂付輔修
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第1表供給力に開する昭和23年度下期想定と昭和22年度下期
・賓織との比較.〔發電鍋106KWH).･声

pｰ
一二I画

Ｉ
Ｌ
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Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ⅱ
１
１
１
１
■
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Ⅱ

。’第二･四半期｜第四4四半期｜下期計I〉

I
｜想定|鍵績想定鐵綾|想定|武綴

水力7,214.76,149.05,737.76,173..712,952.412,322.7．
イ・

火、"1622.5.561.71,252.21777.pll,874.71,338力1622．5．5§1.71,252.21,874.71,338.7

1蹴淵蝋:測蝋鰯6;|I
計

石炭〔屯）’
字

戸
や●

”

1．最近の電力事情季P

，維戟後,囑國内各種産業の生産は極
めと低下してゐるうち，ひとり電力

C生謹ばかりは大鎧戦前の水準に逵
・してゐるにも拘らず，近来電力の需

給が非常に不均衡を來し~ご經濟復興
の一大支障に厳らうと.してゐる。

需給の不均胸を來した主な原因を
、､供給と需給とに分けて考へてZ農ると

章づ供給面でば元来我鬮の電力I泳
主火從が陽廻りになってゐて，渇水期
には火力發電で捕って電源を確保し‘
、てゐたのであるが,-謝備の荒陵に加a

もq白令

へて戦時中，山林の木材乱伐により、
私‘水力發電による電力が減少した。叉．
・火力發電は戦後石炭不足のため電力

G

用炭の配営量が制限せらｵ1従って火
力發電も低調にあって供給力i我減る

血

ことばあっても期待するほど穣極的
・な増加はしてゐなI､のである。
一方需用は戦後遜氣ボイラー，製

盤等の増加,家庭用電熱の蝿,諸
燃料の憤格鰭貴に比べて電氣料金が

、〆非滞に低廉であり取扱L,の簡易と利
・便等の理甲から電氣の利用度力急激
に高まった。

次に少し古くなるが昭和22年度
･と23年度との下期供給力の比較を
研討してみ､ると，第1表に示すよう
、に23年度の想定供給力は永力護電

シ

通約130億KW時,火力發奄澄約
18.7"KW畔で22年度の供給

1． 力寅績水力護電通約120億KW時
火力發電量約13.4"KW時に鋤
して水力發電量5%j火力發遥燈4
・0％“魂しも増加となってゐる。

、

備考供給力に關する昭和23年度上期計謹と黄繊との比較

〔謹遜端106KWH)
・＜｡

第一､四牢期第二.四半期｜上期詠．
。a．！‐『・

計識|鍵溌計'窪|愛績'計鑑|笈識、、

［

I
水力7,847.3.7.853．

火力337.3516．

計8,184,68,369,

石炭<",f29,00dg543,30
0ず

以上のように火力，水力を合計し，となる倶れが明らかとなるに及んで
ゎ囚

た場合22年度の約137"KW時從來他の重要物賓は長年計謹的に配

に對して23年度は約哩8億KW･當されてゐたのに反してひとり電力

時即ち8％の増加を見ることが出来・はその埒外におかれてゐだので昭和

た｡更に24年度ほ23年産に比ぺ22.年9月經濟安定本部訓令第15競
て2％増加，火力用炭は“年度の、．「電力需給調整要霞」により，こ上

365萬屯に比べ本年度ほ.465萬屯に始めて昔賎配電が行はれることLr
と100蔑屯?墳加となってゐる。なった。、
この増加については水力發電の出力勿論造船部門への電力も尚訓令に
増加補修復選，火力發電の補修復從って割當を受けること人なったの
蕾，設備改良並に猿充の促進力稲えであるが，造船工業が綜合工業であ

ず行ほれてゐるからに他獲らない。り關聯工事が非常に闘鯉で榔慢多
24年度は家庭用，小口工場用,そ蝿こ豆り原単位策定の困蝿食磯把

の他を蝿程度'或は多少切りつめ握不充分等のために初期に於ては必
た結果,特定大口工場は5％増,大ずしも必要電力量を得るに至らな鮮
口工場は8．5％増となった｡‘戦時．つたけれどもこれらは逐次解決され弓
呼の電力事業用は360億～300億つ上あって造船部門の電力の將来も

KW時であっ率が23隼度の溌績蝿非常に明るいものとなって来てゐ
320"KW時であるから最近に於る。遥船部門'鷺の最近の割當は第二′
ける電力量としてはどうやら嘱揃の表の邇りである。こめ表によると造
ﾌk準に到達したと云へる｡．、 船部門への配當量は四皇I≧期毎に増丑

’になってゐるのであって特に本年度

2．造船用電力‘1．4半期からは輸出用大型鋼船零
戦後需給のバランスが破れで極度懇の契約力軌道に柔って来たので織”
に重要産業部門の電力不足を告げる出用銅騒建遥及び關係外註工郡を含

に至ったため日本再建の大きな支障舛御鐙は飛鋤に卿を見愚こ、
吟－38－－－．、
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修理，更に造船遥機の別があり，そ‘塞船を戯F一般産業擬械部門で嘩
の他遥艘關聯工業に至ってはかぞえまだ明確な原軍位力詫成し定おらず

るのにいとまのない窪多種多様，、千．その責態が把握され亨いないために
差蕊別である。この複雑多岐に亘る電力が不足してゐることがわかりっ

蓋錯部門の原単位を化學工業部門の皇も，割當根蝶を演演に重製iを話く

様に軍一生産品と同様に簡単に決定こと惇なる結果配富力匂心アげら説
するといふことは溌鐵にﾌ1索r能であること上なるのであって膓窪創立力嘩

らう､。、立された曉にほ要求j-た電力溌憾錘
然し今日では唯錘Eであるから原めて有利に認められることになる,の，
草位の確立は出來ないと云ふこちとでほ明白である。
は濟まされない。1 4$電力の合理化
目下各地随の船舶關係電力會〔50

OKW以上の大口電鍾使用者で組織最遼電力不足から工場の生鐵蕊農
されてゐ．る自治的團鎧〕では各則癌は蝉｡事情に塞猛さ溝しるようにな豆．
毎に鋭意研討中で着令とそP成果を，て来たため瞬使瀞合理化が非謝こ

緊急不可鋏の條件となった。．あげてゐる。

、勿論大口使用工場のみでなく小口，電力使用合瑠上は生産増鎭對策の、
使用工場を含む全國の造船關係者の一環をなずものであって消費制限と
方々にもこの原軍位確立について絶は釜然別個のものであるから電力供．
大な御協力をわづらはしたい。、給の餘裕の有無にか上はらず，恒久一

と上なる諜定であり'おそらく第2.4
．産P期~直は織出用を含めた基本總配當
B:5000"KVy時を超えるのでは
ないかと恩はれる。．
又第4．4半期(23年”から雷
索劉當制度を産業の賞態に即應させ
る目的で造船部門も特定大口使用工
場の指定を受ける事になった。
，聴定大口使用工場とは500KW*
瀧の工場であっても特に重要と認め
‐らｫしるものを電氣需給調整規則第三
條第一宇項第一読の産業用大口電氣使
用巻と同等の取扱､を受ける工場を

、

’

いふのである。

特定大口使用工場の電力假割當は
各地唾悔蓮局で行ふものであって5
00KW末流の小口工場中特に造船
關係工場としぞ亡重要なものから選定
されることに芯ってゐる。

’3，電力の原車位に就て‐
電力不足を克服するためにはどう
しても電力配分の適正化が期されね
ばならないのであるがまづそれには
各毒蕊部門毎にそれぞれの適正且安
當な電力を使用すると云ふことが必
要であ‘る。
このためには電力の原劉立をはつ
．、きhと把握する必要があるが特に造
船部門壱は綜合工業電あって新遇

的に箭遜錠匿施されるべきものである．

力邇角餘裕のある時は等銅に附され
やすい。､、

F。

そればかりか電力輌青の鷺溌皀にあ

る今日でさえ趣】合理化をや､たが
らないC種々都合もあるであらうカリ

と云ふ向きもあるといふことである
､

が合理ｲ睡睡動については直織“

劃月係者の蕊癒と關心を筒めでほし
いと思ふ。

調査方法としては新造船,修理船,，
舶用主,鱸の新造,修理,篭鍛造，
酸素製澄等の唾につ､､て出来るだ
け明細に識門別，用途別に分解し
‐蜜験或いぼ燭則，蛮績により各工場
毎に集計し,地匿船舶關係電力會で
瞬製めると云ふことにしたい｡

・これらの調査表を全部取りまと､め

．七更に研討すうれぱ椛威ある原軍位が

完戎せられることL思ふ。
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…"なく電繍産鬮合理瞳。。上層熱綴の識動織ぁっをゞ腫圖に錘…満…か＊
ヂ

ー本営のねらい．は要するに〃軍侭電力’合理上運動の効果を了解しない到溌ふためには第三表に示ず癒り消喪地
當りの生産量を増進する方法を工夫が見受けられる場合もあるようであ。に於て年蹄358億KW時が必要
して見出す風ことにあるのであるかるさそのため合理ｲt賓施に必要な費‘であると老へられる｡‐
らこれを誠賓に賓賎に｡うつすことは用の鋤を惜しむ腫向がないでもなこの需用の想定は家庭用電は昭和
‘どり芯なほさず生産者自魁を釆崎るいように思はれるけれども，この合5～9年平均の消菱水準を規準とし
結果をもたらし叉尋〕Ej不足と否と理化賓”三投じた費用はやがて生産：て算定し灘ほ祷殊用以外ほ見込ま
に拘らずひとしく生産塙遜に寄與す‐増加,作業筒葬の向上により支出をず電氣製醗，電氣ボイラー等の需用
ることになるのである。補って餘りある收益と厳って戻っては全然考へないで生産用電力原軍位
使用電力の合逼副”目的とすると・乗ることを忘れてはならない。。，

ほ一般的には昭和17～18年霞の水
ころは次の三つに限定して老へられ‐－．・’－．準迄切りつめ丈の算出である｡，
る。，・5．今後の見透しこの需用に對して水力，水力設陥
〔一〕原軍位電力塗の低下．．昭和24年度の電力需給の溌想はの改修及び擴充が計謹されており2
（二〕負荷率の向コニ， ノ火力の増瀕,蓬配電損失の唾縮，自．8年産の推定年間需用Iき見合ふ供恰
！（三〕力李の向半家用水力の増狸等を最大限に見塾ん力が直興5ケ年計謹に於て考慮され
この三つのうち‘(~凋敦指定生産でも尚總供給量(ま,23年度推定責績．てゐる｡．’．，

賛材割當雲筐に主なエレ鉄シトの一に對して僅かに6％程度α城加にす・謡試面でも最近發表された棄奏案

美麗鑑蕊駕織熱&蓋蕊露息蕊雲：墓騨麓驚鶏墓
下と墨ふことで云ひかへれば軍位電共等の非産業用需用を必要最少限度（電源開發など'0風及び宮崎大
､力鐙當りの生産の増加を意味する。に止めるとしても産業用は’0％・分の二縣誉電源開發〕用として約
C二〕はピークロードの低下であ涯度の埴加に止まり電ガ原軍位の切240億間が計上されてゐる。
り負荷の均平化と云ふことである。り下げや深夜間電力の活用を大い'長 本年一月以降天候の鯏蕊と火力用
6－〕の原単位電力量の低下と負荷躯化するとしても錘物資増産の要配炭の好調と共に火力では最近整備
の均平化は或ひは相反ずるよ.うな場諸（23年園f定賞績に對して石炭の向上と相挨って霊力の質的向上が
合も老へられるが出来る限り両者雨･115%鋼材150%アルミニウム､123溌想以上に大きな凝果をあたへてゐ
立するよ-うに努力しなければならな・％苛性ソーダ､134％綿糸148'％化ることと，水力發電所の整備力清々
いごとは勿論である。､〔三〕の力奉學繊維'49％豹に對して相當の不と進行しており新たに建設工事の完

:黙鞭灘ぁ蕊鶏憲鶏織崖難讓鯛灘驚蕊轤当
から當然取上げなければならない事安なきを得ない鶴伏である｡竜‐．發電所のほか現在水,火力合せて’4

柄であるも．更に艦來の見逵しについては現在發電所が工事を急いでおり追々と發

以上を要約ﾂーれぱ鋤使用合理化經濟復興計謹委員會の手によって策電能力も_i寓し-亨來ると思ふが日本
と云ふことは電力を最大効果に活用定中のようであるが重化學工業化す再建に應ﾍる'だけの所要電力を得ら‘
し,しかも同じ電力量に對して生産ることは明白であり生活水準の同復れるように斑るのはまだ*癩先のこ
の轌礎はかることである。電力‘とといふこと額I次的に考へとにか‘くとと云はねばなるまい6．

云へぱ技術家のみ,､たずさはるもの自立經濟の逹域と云ふことを雛ｵ的G里繍省船舶局船舶副材課〕
であると云ふ考へから兎角會而ﾋｴ錫の目標として生産永準を約10％程・‐
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茨犬戦の波に乘り,800q･噸の互船固っている。現在日石’萬噸タシク
を隼4隻の剣で次零に完成させて後鼠を建造中である。最近車輌土場ぼ分
暫く雌伏の時を邊つ鋤§，その間製離濁立した。，

駕譲禰繍墓麗鐘を識:撫灘婁電菫
濟船を8隻を始め多数を建造した｡．電用のペン‘ス}､ツクであるJ､戦前北一

瞥雛羅墓孟霞蕊蝋駕蜜繍t繍騨
な貨物艦建鎧にその名を知ら》Lたるの第二發電所を始としで三發電脈
戦後各遥鐇所と同じく軒並のコー耐l1江の四發電所，水豐ダムの5米
ズをたどり漁鋸13隻，曳船6隻，600管迄8年にわたり次々に完成し
客船1隻,大改造5隻を經七･F型たg一例を示す.と虚川江の第一發電
3隻,D型C型B型各1隻と末所鐵管は管路11'500米四條,板厚
第に本來の菱に歸って来た｡がこめ皿ヘマ38稲試騒水塗加~127kg/cm2
間關東の漁贈が九州にて他を唾倒し‘である。戦後東京横濱の上水道復興
叉基本識罐の優秀さを以て維丙、に努力して來たが,,目下九州の發電
海の女王の位置を礎得し，叉ノズル所鐵管に着工している。之に伴って
附の曳船を始めて賞用化させて,當熔接技術と施設は張力となり現在爆
所の賓力の片鯉示した。7月6日接員の技能合格蕊あ良好であるず、‐

三次C型富士丸醤完成し目下同B 去る一月現岡工場を失火全焼じた

型協立丸の工識進に大馬力をかけが,直ちに復奮に着手;､二階”床
てい，る。現在従業員3,200.名,年間あ下を全面コンクリートスラブとし‘
2:萬噸の建造を目指している。但醗不燃性cP設備として現在1,000g坪
述の通り､ドｯｸの關係で修理部面はの中六割を完成使用し苧いる｡'●●

年間20萬噸に及んでいる。漸く復興の緒に着いた産業の先導e

又本所の特色の一つは比蜘勺建上として造船界は大きな希望の中にあ
工事の力の大きいことでおる。名古る。先進の技術を坂入池設備の老
屋騨の鐵骨を始め橋梁,誕築に多く朽を改遡_た將來は製鐵部門の提蕊
の業跡を夢しているが，戦後相模ダと相俟って斯界に雄飛するである

鰯蝋撫驚歸蕊藷‘ぅ。 、

〔24-7.M・Nも〕
部門と彼此融通して工事の能率化を、

造船所便り．
"O

日本鋼管鶴見造船所

‐'東海道腺鵡見騨近く塔型起重機の

林立するの力噛鶴見造船所である。

多くの本邦造船所が地方Iご位置し濁
立の存在をなしているに對1－，営所
．』

腫引込線と運河で割言れた典型的な
京漬重工業地帯の一角語占め，東に

蟇鰯麓ぁ藤認欝簔
日夜産業復興に努力を捧げている。

蕊篝蕊難f驚瀞
模範的中型新造船工場として出發し
た當時は「ついむこじ」氏の樹間さ
れた如く，斯界の注目を浴びた新工
場であった溌流石進歩の週､造船
界に於ても超軍駿の力量の不足は移
動起重磯4基の追加を見,地上組立
用として目下船臺を1基潰して之に
充てつつある。先に鑑機工場の漉張
に伴い繋留岸壁は職装工場の反對側
となってしまい艤装擴當員を泣かし
ている6叉戦後の新情勢により淺野
ドックは頼れず，更に1個の船蕊を
引揚げ船蕊とし斯くて昔の面影を失
った所以は御読の通りである。，

籾淺野造船所として出蕊當時第一

1
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’船。舶電氣装．備
調川島造船所電氣課長

．三枝守英薯
A5.300頁定便450m(〒3S圓〕

"額繍箪脇灘値撫謹鵬繍
騨噸懸欝蒜蕊畿溌灘蕊

．鵬澄の電氣的腐蝕．
千代田蔭西祁田二丁目二の九．、

船舶技術協會發行
●‘．振替・東京70438‘

．9月(號内容・
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で*蜘錫甲禰蔀擬及見透しを阻害
せず，且つ開閉時間の最小なること

力雲求せられる。保守及取替の費用
はもとより考慮されればならない。

諾の補溌で操作す｡る箱型鎗口蓋はそ

の要求を滿たすものであるが,'之を

甲板間iこ使用すると，之を曝露甲板
まで揚彫てその甲板の鯰口蓋の上に
路納しないと,取扱絡納共に困雄な
ので一般に使用せられない。

、夫に述べるのは甲板間に使用した

ローラム式箱型鎗口蓋の新考案であ
る｡著者の特許となったその蘂撫
ローラー式鎗口梁と箱型蓋の莉酷を
組合した黙である。

米國海事協會で承認されたこの新

しい鯰口蓋は取扱,･格納容易で，小

さい謡反が艫丙に瀞したり,鎗口
梁がそめソケットから腕出するため

ロ、

の事故がなくなる。之を扱ふ船員は

常に甲板の上にあって，篭口上を横
切る必要はない。

蓋の数が少いから之を取扱ふ時間
は通常型の約1/3である。例へぼ3

~6'×22'の鯖口には7本の臆口梁と
噂個の木製蓋と合計79個の部品を
要し,之に對しﾛー ﾗ←式籟型蓋ぱ
6個で足りる。かくして甲板間鰭ロ

開閉に要す-る人力の無駄は最小と走
り,碇泊時間の短縮は決定的である。

所與の胞口に對し新しい鎗向蓋の．
製造原慣は坂外梁の木製蓋よりも高
くつくが,之は保笥寂替喪の減少と，
礎泊中の時間及金銭の節約にエって
相殺される｡未鎗聡の壽命は船と
同じであらう。可動部の構造は簡軍

頑握で手入潤滑容易であり，要ﾁれ
ぱ部品を迅速低箙に取替ることが出
來る｡

'Figlのz雨圖側面園は36'×22"
の聡口に本艫口蓋を坂付けた所を示
すざ臆口蓋の使用時,穫励鳴汲祷内
,時の位置塑示される。Fig2に鎗口
豐錦部の職大岡を示した。，
使用位霞で鯰口蓋の一・端は張出で．
支へられる。之がFig3の断面D
-息Dに示した.トラック上lどのつか
る3他端は鋸ルトで支へられその外．

ノ

■

碑

、造船及Y饒垂會牡は永年鰭口蓋の問

題を解決じようと努力して來た6こ
め努力ほ一般に曝露甲板に向けられ
たbそれはここが波の打込に對する

第一の防護となるからで，保安及取

替に高債につくターボリシを簸しに，
濟萱さうとすることがこの努力集中

の一誘因となった。甲板間の臆口蓋

の新しい型式を考案しようといふ試

み(まあまり行はれなかった。今日ま
む

でﾏー 幽こ坂外梁と木製鎗口蓋とを組
■’～

合ゼ?て使用してゐるが，上述の改良

策として鎗口梁を口万ラー式とし金

鰯態蓋を採用することｶﾐ行侭れた。
、一般に鯰口蓋としては,‘取扱安全
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鱸.ロ･蓋上面
樋

Fig2蓋板，端部縦大圖
I■

端應テーパーしてゐる･~蝶番付蓋板付けた。ローラーはスプリングで徹
を折返した後Eig4箇面B-Bに示に保持山型材に洲けられる。リム
ず簡草なネヂ.とチツトの装置でごのと保持山型材の底部との間隔が蓋の
ポ･ルトを動かす。ボルトの底面と張．他端の沈下量を制限する。
，出底面とは同一直諜上にあるb鎗口ボルトをトラック力斗ら離して内部
護の重心を通る線上に左右一価腕の・に動かすと，龍口蓋を口蓉ラーで鎗
車があり(F!g5断面A-A)その下面口縁材端部まで移動することが出來
’は張出しと泰ルトの底面よウ3/'6〃ろ。人が之を動かすには雨側に一人
上'二ある。園に示した保持山型材は宛製iBの蓋の上種の孔に挿入した
鰭口蓋がその詞群ｵから偶然に持上簡単なフックに"兎付けたﾛープを引
るのを防‘.。，張ればよい｡(Eig2の鯖口蓋頂部の
羅動ﾈヂの端にﾕﾆパーｻﾙソケ識大闘を見よb).

画一プ張力の鉛直分力によって黙、
ヅトLノンチを噛ませボルトを内方に，
動かし'､ラックからはなす．と，鎗口cに於ける張出と'､ラックとの接鯛
讓はFig.EfrE'に示す如く車がトの-E'〕は離れ,鯰口蓋は補助ポル
ラツクに接するまで下る。鮎Aにtに取付けられた垂直ローラP-に案
朧かの重量語加へるとボルト･舌支へ内され自由に鱒動う-る。
られた端は上方に保たれ,ボルトは､移勤中の蓋の雨側の曳引力が蕊均
常に'､ラックの上から引込承綴材側しないことがあり得るので蓋が同頭
両二くひこむととはない｡‐、しで口側部縁材に喰払患叉はトラツ
人がその上に乘つ噸口蓋の自由〃に車を押込むことが起る｡之を防

今な端が同鱒1歩亡事故の起るのを防ぐ．く・ため補助ポﾙ,ﾄの鯛、”動は
ためFYg6C-Cに示すp虫付垂直黙りの挺Lの止め金で制限され
ローラーをもった補助ポﾙﾄ･を取りる｡mg6;'''

一43．－＝．．
1、〃

、卜

R9.§

艫口蓋力端まで来る当鉛直ま雷同
鱒される。この鐸丙車のり鯉､職保
持山型材から離されろ。それにはど

の荷揚人足も持つてゐ､る梱包用フツ
ノ喝｡ミ

クを蓋脚反にあるス戸ツI､を通して

挺Lの孔に挿入すれはよいjこの
挺を上方にひくと案内車を灘し同時
に蓋を同韓する。

鎗白蓋はこの様にして識は端部又
(域の蓋まで氣持よく曳かれ，ぞこ
で張出丙匡短い鎖につけられだ落し
ボルトを車の前方の,-ラックの孔に

落しこんで止められる。(Figlの鯛
、1

大剛参照〕かくして蓋は請口の雨端

又は一端に稀納される。′

､艫口を閉ぢるには前述の取扱"迩
苛ノ

を行ふ。蓋をはなすと自然にﾌk苧ま

で同鱒し，甫鋤ポル眼の鍵端が鯖口

蓋を自動的に保持Lて偶然に同轤李

ることを防ぐ。Figlの断面宮一F
は曝露申板に雁用した純白蓋の詳細
である。
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に見ると2,000總懸級は48%4,00

0總唾級は37％が汽磯であるが，

その他の船型は大魁25～30％･位ま

･看が汽機で,他は發動騨普である．
先般國内船の建造昏睡を職するた
めに図内省錨主にその希望する船舶

の諸要目を提出願った虚6,000總

噸錘では30隻中10隻がタービン

20隻が夷一ゼル,4,000細蝿で
ほ28隻中26,隻が汽磯で，ヂーゼ
．ル船は2隻のみであった。1蔑5千
總噸以上となると大馬力のヂーゼル

劉乍は困難とな．るらしく他かに10
．1．隻のみ､である。

6．

第3表は油祁調雛況でちるが毒豈
國名別の表だけで第5表を見ても何
國が壷注したか見別けられないのが
鐙念である。油槽船とい＊ぱヂ岸ぜ
九船ばかりと思う力墾数で28％，
總噸鯉ざ37％の汽磯船があること
は注目に値Fj.る。また米國では39

隻463,579總噸の中26隻432,940

總噸力軸槽総であることは仙國に比
べて特異な存建である。′
第4表は3月末迄の生きI類中に新
に蒲工したも？梁び進水,竣工船の
表である。蜂國，フランス，イ.タ

リーの諸國は竣工船の量に比べて新
規潜工船の量淘ド常に少い。この事

堂難駕蝿潟這
の注文を受けられることになり，従
‘って日本の船舶建造燕出には除り有
難くない結果になりはしないだろう
’か。新規着工船について見ても依然
として汽溺贈力雲政で罰35タ5，總噸
数七43％あることは特に注目する
倒直がある。、"・

第5表は各國で建造中船舶の中他
國注文のものを示した表である。英

本國の152隻742,型1織願を鍛項
にスエーデン，オランダ，米國，イ

タリーが之に綾く･陣本は本表では

6隻9千總噸と出をいるが,之は起
工分で鋤の濟んだものは6月末現
一

隼ロ

世 界鋼船建造状況について
宕一

－「ロイド船級協會報告」本年3月末までの現状-テー

⑤

・・、槌村｛正男

、

、

先日樹賓のロイド硲級協會を訪れ505總噸で窒敗に於て‘36.2％力瑛

た時,駐在員寺ンロウ氏と懇讓した本國が63.8％その他の國で,総噸數
′が，日本の遥鰡伏況を工臼濫に且つ敏に於ては47．7％力爽本國,52．3％
速に知り権威ある調浩書とレジスタが其の他の國で建造されている。英
一ブックを鋤乍したい意向力述べら本國に次い･色米國リフランス,､オラン

･オしだ｡我莞としても世界全燈の新し蕊,ｽｴー デﾝ,イ女，－，日本,ヂン
い造船關係査料を今后引つ壁き提供マーク，ベペインの順であるから白
されるよう諦望し,早速到着したぱ本は現状に於ても英國を含めて第7
か，の毎四牛期報告,(本年1月～3番目である。日本の浩協捕旨力ほ施設

月〕を見せて貰ったが,今期からは能力として80鱒頓,鐡朧力とし
從來誌戦されていなかった日本の造で52~3萬噸,現在の諸購勢から賞
諾状況が示されて居り，日本海蓮の行可能な建鑑計謹としてほ35－40

鍵漣並に問題の紬船建造に大いに萬噸径度と見倣し得るであろうから
参考になるので，國内發表の許可を若し職州諸國の現在工醗鐙が能力』一
得,今后毎四半期の報告書の邊付を‘杯に動いているものとすれぼ日本は
得ることが出来たのは喜びに權えな世界において第3位から5位程度の
い｡､首イド諾級協會の權威と{些界の順位にあるものと思われる.この表
造船海運に封する眞面自な熱意が窮には示されていないが工事中船舶の
い知れた。以下は簡単にその報告の識量は昨年の6月來までの4半顛が
各表について説明するっ・ 最高で以降次第に憧かづつ減じてい
・本表は總元'00總噸以上の建造申一る様子である｡少くとも英國ではそ
の鍋贈で，腱造中」とは我國の解うなっている．実本國に於てぱ同年
鐸と少し異’，①塞蛍計鐙力謡級同期1号おいては2,243,703總噸〔こ
を得るために堂協會に申請のあった，の量は大正’’年'2月以來最允
もの；（2）ぞの申請がなくても材料、,であったから今期は167,793總噸
砂&加垂程に入ったものを指し，ま減じている．何れにしても英本國の
た建造途中にあって何等かの事情で、造船能力というものは物凄いもので
工甑が中止状態にあるものも含まれある。我々 は之に多々 學ばれば産ら
る，推進器を持たぬ艦舶厭除外されぬであろう。
てし,るが，第4表の英本圃欄だけに．！第2表は建造中譜舶を總噸數別．

は含まれている．英本國とは「グレ‘及汽機と護動機別に隻戯に於て表示

一$トブリテン」と同ﾋァイルランしたもの竃あるd噸數別については

ド」を指し,。その他の英領は識て’’000總頓以下のもの力鐙も多く，
「英鰯領」に含まれる。日本の記録448隻次に2,000總噸級で195

は今同始めて掲載されたがドイツと隻，’’000認噸及4,000細頓の各
ロシヤは不明看ある。 級が夫冬112隻で,6,000總噸級，
鍵睡捌の謹査中船舶は第'表の、8,000總頓綴'萬から'蔦5ゞ'糊頓
通りである。総計1,i51j隻49355,.級は夫々80隻前准である．主機別
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在では16隻80,620總．

噸である。塗注國を發注＝
量の多い順に並べるとノ
,－ﾉlfiウエーが籔然他を唾'・
して95隻597,596總噸

で，アルゼンチン，パチ

マ，英闘領，フランス等
畢ロ

,が之に綾く。デンママ

ク，フインラン侭プラ

,シス，オランラ，スエー

デン，米國の諸國は自國

で自國諾のみならず他國
錐の船舶を建造してお
りながら；その上夫令他

國に建篭を菱注している

‘のはどういう理由である~

うかノールウエーだけは‐
自匿雛の承しか建造して

いない虚を見ると，謹堂・

倉肋が需要を遥かIﾆ下廻
っていることを示し-ごい

る｡發注函2鍵造國の關
画生を研究して頂きたい

、

④

世界に於ける船舶建造状況
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最后にロイド船級のことを一寸附
加へよ､う。本年3月.25日B.C.が
ロイードに合併されたのでロイFにク

ラスj-る数は大したものになったこ
とであろう。今建遥中の賂舶'》'5’,f

隻4,355,505織頓の中660隻3，
062jO55総噸即ち噸数で70.3影が
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〔註〕器印は船舶公團と共有を示す。R(レシプロ),T(タービン)..速力は巡航〔最大）を示す．
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〔 37頁よの、灸装置
等であり，6〕の通風管は罐室内楼は，

械室丙の通風管の増設改造齢の菱甲級
更等を言ふ6かほグレ臣チシク類、合撰

の増設，改造。8〕は火堕丙篝物のる。

模撰替J反替等である。各
、町はアスピツトドアーの鐘轌,金走あ
ノ、~

具の修理硬替等である。亀 漏水

肋の過熱管Iま支持金物の新謡，（，
曉損,屈曲の修理,管自魁の取替等作不
C)繕語んど
Fig4･より次の如き結論力鵯られラッ
る。．、 ノては｛

。〔イ〕連絡船の船膣“工率で最い。

も多い,ものは着潭辱に於ける防舷材罐
ブルワ'一”賑の損傷であり，繋留工事･
一戸、／、＝一一一戸も．､="、ご〆、〆､ゾヘー、／、／ーへ／､どﾍー グー 、〆聖〆､=ノヘ〆～今

装置の肉感も發著頻薬な蓮絡船･で

は，殆んど毎同の工事である。車輌
甲板の石炭庫等の蓋及通風筒の不具

合模撰替工訓:も相當にある事が分o

る°；

各種鐡浬を通じ工挙は殆んど共通
定あ‘るが洞爺丸型に工作不良に依る

漏水が割合に多い。

（ロ〕汽罐關係工事では，挿遊工

作不良に因る鰯水力善く,場所は殆
謬

んど注って，上下の胴板バットスト
ラップの部分であって，修理に鴬つ
ては罐臺を切籔する等附帯工事が多

薄いもの，衝合部の不良のものの修

理力握も参‘,。通風管の吸入排氣の

惑いもの多く通風装置に考慮がほし
い。鰯摺のアスベス1､テープの取替

次局扉の鱈浬も殆んど共通工事であ
る。．‘‐

戦後ら新造船は資材技術の低下叉
取扱の粗雑等によると恩ほれるが，
上記の様な工事力漣絡船に多く，,;；
輻丸の如き老朽船は兎も角と.して，

号慶丸,宗鰄等は割合に修理が少
ないのも考診､ねばならぬ事と思はれ
る。造機關係の統計を示す餘裕のな

１
１

Ｉ

Ｐ

Ｉ
・
Ｉ
ｒ
ｉ 1

あ
夕

い◎ ‘ いのを迩惑とするが，識者諸君が之

壜鰯緊雛難鶴野の顔向罐室機賊室の敷板は殆んど毎同の

工事で，根太のう汽良のものタ楓享の
甥竪，箕要覧g､典~､へ~､~､~ｼ､～卿単顕

●と

～～一 ー

編集後記◎青葉丸の沈没はわれわれの心を傷ましめる。しかし原因はあ・くまで科學的技術的に徹底究明して再
發を防止せねばならない。◎遠山氏のフラタ/スの話の様に教育を行って居ればもつと立派な技術者も出たろうと思われ
る｡今からでも大いに改めIる様望んでやまない○．四同に亙る堀氏の記録は技術者'二必要な眞塾な技術的工夫と努力の
跡が偲ばれると共に今後の簿措界に何かを期待している、世界鋼船の建識伏況が本誌で公表されることになった。日本
も各方面で次ぎと．世界の仲間入りが許されることは喜ばしい。雌至な日本の趨更のために識錨趣界も更に努力せねば
ならない。◎去年8月に富協會が誕生してから早く"も一年經つた。ふりかえって見てまだまだ努力不泥を感じている
が，アメリカ便りで紹介されたアメリカ地理學協會の會誌の様にささやかな努力が何時か賞を結蕊ことを望んでいる。
豫約職責案内種舞の都合で愈は極く少数に限
………確緬溺蕊."職繕"…“，鱸算躍；”‘”400"<塗料共〕800MI
み下さい。バックナンバーも揃えてあります。定個愛更等で漣約金切の際は緬錬1'て御滿知I'達寺
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